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調達モジュールの対象ユーザ
Assetbenterの調達モジュールは、以下のユーザを対象としています。
• 購入依頼の対象ユーザ
• 購入依頼の申請者
• 購入依頼の承認者

• 発注の対象ユーザ
• 財務関連の決定の承認者：特に、依頼テンプレートの作成を担当しま
す。

• 購買責任者：特に、カタログの認証と承認を担当します。
• 購入承認者

• 受領の対象ユーザ
• 注文品の受領（および返却）の責任者
• ポートフォリオの管理者

• 請求書発行の担当者
• 請求書（貸方票）の責任者
• 注文品の受領（および返却）の責任者

�はじめに（調達）P
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調達モジュールの使用目的
Assetbenterの調達モジュールでは、購入依頼、発注、受領を個別に管理でき
るため、調達サイクルを容易に管理することが可能です。

また、これらの調達サイクルの段階に加えて、請求書の入力を行うこともで
きます。

本マニュアルの使用方法
本書は、以下の章から構成されています。
• 概要（調達） z�献 PR]

この章では、調達モジュールのユーザ、主要用語、および本モジュール
の使用シナリオについて説明します。

• 実例：依頼、発注、受領 z�献 P9]

この章では、調達サイクルにおける様々な段階を説明します。
• 依頼、見積／発注 z�献 R9]

この章では、Assetbenterで依頼、見積および発注を作成する方法を説明
します。

• 受領 z�献 TP]

この章では、Assetbenterで受領を管理する方法について説明します。
• その他の機能（調達） z�献 TV]

この章の内容は以下のとおりです。
• 資産に対応するポートフォリオ品目を予約する。
• ポートフォリオ品目を交換する。
• 納品待ちのポートフォリオ品目を作成する。
• 調達サイクルで在庫の補充を行う。
• 一括発注を管理する。
• 調達サイクルを使って取得したポートフォリオ品目に関連する契約を
管理する。

• 用語解説（調達） z�献 U9]

本章では、調達プロセスの関連用語を定義します。
• 参考情報（調達） z�献 VT]

調達モジュールに関連する様々な参考情報（メニュー、アイコン、フィー
ルドなど）が記載されています。

P0 AssetCenter SMR - 調達
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必要条件
調達モジュールはAssetbenterの他のいくつかのモジュールと密接にリンクし
ています。
• カタログ
• ポートフォリオ
• ファイナンス
• 契約

本マニュアルの中でこれらのモジュールについて触れている部分があります
が、モジュールが使用できるかどうかはライセンス契約によって異なりま
す。

必要条件 L カタログモジュール
調達管理の最適化を図るためには、常に更新されたデータを使用する必要が
あります。

カタログモジュールの役割は、詳細な製品情報を入手できるようにすること
です。このような情報をデータベースに含めることにより、調達サイクルが
非常に容易になります。

マニュアル『カタログ』の内容を理解した上で、データベースでカタログリ
ファレンスのレコードを入力するようお勧めします。

必要条件 L ポートフォリオモジュール
購入を行うと、通常はポートフォリオに品目が作成されます。

このため、まず新しいポートフォリオ品目の作成に必要なモデルを作成する
必要があります。

これらのモデルをデータベースに作成する前に、リファレンスマニュアル
『ポートフォリオ』を参照することをお勧めします。

必要条件 L ファイナンスモジュール
これらQつのモジュールを使用するには、oeregrine rystemsの適切なライセン
スが必要です。

AssetCenter SMR - 調達 PP
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必要条件 L 契約モジュール
これらQつのモジュールを使用するには、oeregrine rystemsの適切なライセン
スが必要です。

調達モジュールの使用例
以下のQ種類の調達管理の使用方法が考えられます。
• 調達サイクルの全過程を管理する（依頼、見積、発注、受領、請求書の
入力）。

• 調達サイクルの全過程の一部のみを管理する（例：発注と受領、または
受領と請求書の入力）。

P2 AssetCenter SMR - 調達
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調達モジュールは、Assetbenterを構成するモジュールのPつです。調達モ
ジュールは、ポートフォリオモジュールに密接に関係しています。

調達に関連する概念

調達サイクル
調達サイクルは、以下の操作を可能にします。
• Pつまたは複数のカタログで製品を参照する。
• カタログで参照された製品を購入するために、モデルを介して購入依頼
を作成する。

• 見積を作成する。
• 依頼品を発注、受領する。
• 受領品をポートフォリオ品目として記録する。

モデル、属性およびポートフォリオ品目の作成／管理方法については、
マニュアル『ポートフォリオ』を参照してください。

必要に応じて、上記の段階をすべて実行することもできれば、一部だけを実
行することもできます。

�概要（調達）Q
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モデル
モデルは、製品と関連してポートフォリオ品目がどのように作成されるかを
指定します。

モデルを購入依頼で使用するためには、モデルの詳細画面でこれを承認する
必要があります。

警告:

モデルの階層構造は、使用中のポートフォリオの階層構造を反映します。
ポートフォリオの階層構造は、厳密に設計／導入する必要があります（特に
属性とモデルの定義）。これにより、今後の資産の受領と作成を適切に行う
ことが可能になります。

カタログリファレンス
発注（および例外的に、購入依頼）は、カタログリファレンスを参照して作
成されます。

カタログリファレンスは、製品に固有の情報（製品説明、価格、メーカ、
メーカ品番）を含みます。

カタログリファレンスの詳細については、マニュアル『カタログ』の「カタ
ログリファレンス」の章を参照してください。

サプライヤのセット商品
セット商品（バンドル商品）とは、サプライヤがQつ以上の製品を組み合わ
せて販売する製品を指します。複数の製品（オプション製品もしくは普通の
製品）を主要製品（親製品）に関連付けます。セット商品に関連付けられて
いるカタログリファレンスは、主要製品のみに関連付けられます。

例

カタログ「oeregrine」で参照されているキャノンのセット商品「bAPOQOOP」
は、プリンタrSOOとスキャナcUSUで構成されています。

詳しくは、マニュアル『カタログ』の「セット商品」の節を参照してくださ
い。
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調達サイクルの段階

Assetbenterにおける調達の循環は、依頼過程（P、Q）、見積／発注過程（R、
R\、S）および受領過程（T、U）で構成されます。必要に応じてこれらの過
程の一部または全てを実行できます。

購入依頼

AssetCenter SMR - 調達 PT
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一般的に、購入依頼（P）はAssetbenterの調達サイクルで最初に行われる処
理です。

依頼は依頼明細から構成されます。依頼明細は以下の項目を参照します。
• 承認モデル（S）
• カタログリファレンス（R）
• モデルなし、カタログリファレンスなし

見積
見積とは、以下のステータスの発注を指します。
• 準備中
• 見積依頼済
• 見積済
• 承認待ち
• 承認済

発注

発注（P）には、サプライヤから入手する物件（Q）とカタログリファレンス
（R）の購入条件を指定します。

発注書は、いくつかの過程を経てから始めて送信されます。

PU AssetCenter SMR - 調達
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受領

受領は、調達サイクルにおける最後の過程です。

受領のレコードでは、発注したPつ（U）もしくは複数（R\）の物件の受領情
報を指定します。

注文品をすべて受領する場合もあれば一部だけを受領する場合もあります。
P件の発注に記載されている物件を何回かに分けて受領する（納品される）
ことはよくあることです。

また、サプライヤ側の過失によって、または顧客からの要望で、P件の発注
に含まれている注文品の納品が分割される場合もあります。

例

例えば、QO台のobを発注し、サプライヤがT台ずつ納品するとします。

この場合、S回に分けて物件を受領します。

注意:

依頼過程でモデルが選択されている場合、物件を受領する度に選択モデルを
基にしてポートフォリオ品目が自動的に作成されます。モデルが選択されて
いない場合、ポートフォリオ品目は自動的に作成されません。

Assetbenterでは、受領品の返却も処理できます。

AssetCenter SMR - 調達 PV
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請求書
Assetbenterでは、発注に対応する請求書を管理できます。

発注明細は、分割（サプライヤの過失などの場合）または一括して請求され
る場合があります。

カタログ L 調達サイクル L ポートフォリオ間の論理関
係

調達サイクルを正常に機能させるためには、以下のリンクが指定されている
必要があります。
• カタログ製品が、対応するポートフォリオのモデルに関連付けられてい
る。

• 依頼が、承認モデルを基にして作成されている。
• 発注が、カタログリファレンスを基にして作成されている。
• 発注明細の［依頼］タブ経由で、発注明細を依頼明細に関連付けるよう
お勧めします。
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本章では、Assetbenterの調達管理の機能を例を用いて説明します。

Assetbenterのデモ用データベースに「Admin」ログインで接続し、次の例を
実行してください。

この例では、新入社員用にコンピュータとプリンタを各P台ずつ、インクカー
トリッジPO個入りのロット、および新しいソフトウェアライセンスを数件購
入する場合を想定します。

必要条件
調達管理の最適化を図るためには、常に更新されたデータを使用する必要が
あります。

マニュアル『カタログ』を参照して必要条件を把握してから、カタログリ
ファレンスのデータをデータベースに入力することをお勧めします。

この例を実行するにあたり、例で使用するモデルと属性がデモ用データベー
スに含まれているとを前提とします。

属性とモデルの作成に関する詳細については、マニュアル『ポートフォリ
オ』を参照してください。

�実例：依頼、発注、受領3
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依頼を申請する

依頼を申請するには、まず依頼を作成し（P）、次に依頼する物件を依頼に
追加します（Q）。

依頼の内容は、一般的にポートフォリオで承認済みのモデルを参照しますが
（S）、特定のカタログリファレンスを参照することもあります。

購入依頼を作成するには、次のRつの手段のいずれかを使用します。
• 依頼テンプレートを使用する。
• 依頼にモデルを追加する。
• カスタマイズ依頼を作成する。

P番目とQ番目の作成方法は、依頼作成ウィザードを介して実行します。R番
目の作成方法では、ウィザードを使用する必要はありません。

「依頼の作成」段階と「依頼明細の追加」段階を明確に区別するために、こ
の例では以下の操作を例に取り上げます。
P カスタマイズ依頼を作成する。
2 依頼の内容を定義する。つまり依頼明細を追加します。

依頼を作成する
この例の依頼内容は、以下のとおりです。
• botP台とこれに関連付けられたモニタP台
• プリンタP台
• インクカートリッジPO個入りのロットPつ
• マイクロソフトスイートのライセンスP件

まず、Assetbenterで依頼内容を入力します。
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P ［調達／購入依頼］メニューを選択します。
2 ［新規作成］をクリックします。
R ［カスタム依頼を新規作成する］を選択します。
S この依頼のタイトルを「新入社員のコンピュータP式」と指定し（［目
的］フィールド）、［ステータス］フィールドのリストデータから［準
備中］を選択します。［依頼者］フィールドと［ユーザ］フィールドは
自動入力されますが、必要に応じて値を変更できます。

T 必要に応じて他のフィールドに入力します。［コストセンタ］フィール
ドの値は、発注に関連する経費の配賦で使用されます。

U ［作成］をクリックして依頼の作成を確定します。

別の作成方法
［新規作成］ボタンをクリックしてから、新たに作成する依頼に明細を直接
追加することができます。このためには、依頼を構成するモデルを選択しま
す。

依頼を作成し、依頼を構成するモデルを選択するには、以下の手順に従いま
す。
P ［新規作成］をクリックします。
2 ［モデルを選択して新規依頼を作成する］オプションを選択します。
R ［目的］必須フィールドに入力し、［nK］をクリックします。
S 特定のメーカのモデルを選択する場合は、メーカを選択します。
T 追加するモデルを選択します。［Ctrl］キーを押したまま、複数のモデル
を選択することもできます。

この例では、モデル「ceskoro SOOOr」、モデル「mdb lultirync A TOO」、
モデル「インクジェットプリンタ」およびモデル「インクカートリッジ
PO個入りのロット」を選択します。

U 数量はPに指定します。

警告:

［数量］フィールドで指定した値は、選択したモデルすべてに適用され
ます。

V ［次へ］をクリックします。
W ウィザードは、依頼するモデルのリストを表示します。
9 ［終了］をクリックすると、ウィザードは依頼するモデルの数と同数の
依頼明細を作成します。
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依頼の明細を指定する
次に、依頼する物件の詳細情報を入力します。

依頼の明細を入力するとは、依頼明細にモデルを追加することを意味しま
す。

この例では、次のいずれかの方法で依頼明細を作成できます。
P ［明細］タブページを使用する
• をクリックして新しい明細を追加します。
• ［詳細］フィールド、［数量］フィールド、［番号］フィールドに入
力します。

［即時割当］オプションがデフォルトで選択されています。この選択
を解除すると、将来の資産が従業員に直接割り当てられるのではな
く、予約されます。

• モデル「ceskoro SOOOr」を選択します。
• ［追加（複数）］ボタンをクリックします。
• 上記の作業を再度実行し、モデル「インクジェットプリンタ」を選択
します。

• ［追加（複数）］ボタンをクリックします。
• 上記の作業を再度実行し、モデル「モニタmdb lultisync ATOO」を選
択します。これに加えて、［親モデル］フィールドでモデル「ceskoro
SOOOr」を選択します。

• ［追加］をクリックします。
• インクカートリッジPO個入りのロットを選択します。

注意:

選択されたロットは、PO個のカートリッジをまとめたセットであるた
め、依頼する数量は「P」となります。

• ［追加］をクリックします。

2 ［追加］ボタンを使用する
• ［追加］をクリックします。
• 特定のメーカのモデルを選択する場合は、メーカを選択します。
• 追加するモデルを選択します。［Ctrl］キーを押したまま、複数のモ
デルを選択することもできます。

この例では、モデル「ceskoro SOOOr」、モデル「mdb lultirync A
TOO」、モデル「インクジェットプリンタ」およびモデル「インクカー
トリッジPO個入りのロット」を選択します。

• 数量はPに指定します。
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［数量］フィールドで指定した値は、選択したモデルすべてに適用さ
れます。

• ［次へ］をクリックします。
• ウィザードは、依頼するモデルのリストを表示します。
• ［終了］をクリックすると、ウィザードは依頼するモデルの数と同数
の依頼明細を作成します。

R ［追加］をクリックして確定します。

依頼を作成し終わると、［閉じる］をクリックして、依頼明細ウィンドウを
閉じます。

注意:

カタログリファレンスを参照して依頼を作成することも可能です。依頼の作
成／入力過程は、モデルを参照する場合と同一で、入力するフィールドのみ
が異なります。

カタログリファレンスの詳細については、マニュアル『カタログ』の「調達
サイクルでカタログを使用する」の節を参照してください。

依頼の承認

依頼ステータス
一般的に、購入依頼には承認が必要です。Assetbenterでは、依頼の詳細画面
の［ステータス］（rpk名：sert\tus）フィールドで、次の承認ステータスを
選択できます。
• 準備中
• 見積済
• 承認待ち
• 承認済
• 却下
• 予約済
• 検収済
• クローズド

この依頼のステータスは、対応する発注のステータスに応じて変更します。
依頼のステータスが［承認済］でない限り、発注を実行することはできませ
ん。
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この例では、手順を簡単にするために「Admin」でログインしているので、
［ステータス］フィールドを［承認済］に設定するか、または［承認］ボタ
ンをクリックすることで依頼を直接承認できます。

見積を作成する
この段階では、見積を作成してコストを見積ります。

見積の概要

見積は、依頼（P）または発注（R\）から作成できます。依頼から作成する
か、発注から作成するかにより、手順が異なります。

依頼から見積を作成すると、依頼は調達サイクルの過程を追って処理され、
複数の見積から発注P件が作成されます。

発注から見積を作成する場合、この発注は複数の依頼の集まりを処理するこ
とになります。

依頼に見積を関連付ける
Assetbenterのユーザは、依頼から見積をいつでも作成できます。

依頼のステータスが以下のステータスである場合のみに、依頼から見積を作
成できます。
• 準備中
• 見積済
• 承認待ち
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見積を準備するには、依頼の詳細画面の［見積］ボタンをクリックします。

見積が可能な製品のリストが表示されます。

依頼の詳細画面の［トラッキング］タブページで［関連する見積］をクリッ
クすると、見積の内容を検証できます。

見積と発注の整合性
サプライヤと同じ数だけ依頼から見積を作成できます。ただし、P件の見積
からのみ発注を作成できます。

依頼P件から作成された見積Q件を使って異なる発注をQ件作成する場合、各
見積で依頼する数量を変える必要があります。

注意:

発注数に応じて販売条件が異なるため、見積で数量を変更する場合、販売条
件に変更がないかどうか確認する必要があります。

以下の整合性規則が適用されます。
• 単一の見積から発注が発行されているかどうかの確認
• 見積で指定されている物件の合計数が依頼数を超えていないかどうかの
確認。

発注に見積を関連付ける
見積とは、以下のステータスの発注を指します。
• 準備中
• 見積依頼済
• 見積済
• 承認待ち
• 承認済

発注に関連する見積は、発注の詳細画面の［トラッキング］タブページに表
示されます。

見積の生成
依頼に関連付けられた見積を作成するには、次の手順に従います。
P ［見積］をクリックします。
2 ウィザードで、依頼に含まれている明細すべて、または一部のみを見積
に含めるかを選択します。［明細をすべて含める］オプションをオンに
します。
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注意:

依頼に含まれている一部の明細を見積に含めるためには、［明細をすべ
て含める］オプションをオフにし、依頼明細のリストから希望する明細
を選択します。

R カタログから選択するか、カタログリファレンスから選択するかを指定
します。
• カタログリファレンスから選択する
P ［カタログまたはサプライヤから選択する］オプションをオフに
設定し、［次へ］をクリックします。

2 希望するカタログリファレンスを選択します。［選択されたリファ
レンスを依頼に関連付ける］をクリックして、カタログリファレ
ンスを依頼するモデルに関連付けます。［次へ］をクリックしま
す。

例

依頼明細「ceskpro SOOOr」を選択し、カタログリファレンス
「ceskpro SOOOr」を選択してから、［選択されたリファレンスを
依頼に関連付ける］をクリックします。

各依頼明細で上記の操作を実行し、［次へ］をクリックします。
R 見積に含める明細のリストが表示されたら、この内容を確認し、
［終了］をクリックします。間違いがある場合は、［戻る］をク
リックして、カタログリファレンスを選択し直します。

S ウィザードは見積（［承認待ち］の発注）を生成します。

注意:

ウィザードは、サプライヤの数と同数の見積を作成します。

• カタログまたはサプライヤから選択する
P ［カタログまたはサプライヤから選択する］オプションをオンに
設定し、［次へ］をクリックします。

2 カタログ別の検索かサプライヤ別の検索かを選択します。ウィザー
ドは、依頼するモデルに応じてカタログまたはデフォルトのサプ
ライヤのリストを表示します。

例

カタログ「bomputinfo QOOQ」を選択します（サプライヤ：
bomputinfo）。
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注意:

ウィザードは、カタログにデフォルトで関連付けられているサプ
ライヤのみを考慮に入れます。

R ［選択されたリファレンスを依頼に関連付ける］をクリックして
カタログリファレンスを依頼明細に関連付けます。［次へ］をク
リックします。

例

依頼明細「ceskpro SOOOr」を選択し、カタログリファレンス
「ceskpro SOOOr」を選択してから、［選択されたリファレンスを
依頼に関連付ける］をクリックします。

各依頼明細で上記の操作を実行し、［次へ］をクリックします。
S 見積に含める明細のリストが表示されたら、この内容を確認し、
［終了］をクリックします。間違いがある場合は、［戻る］をク
リックして、カタログリファレンスを選択し直します。

T ウィザードは見積（［見積依頼済］の発注）を生成します。

作成可能な見積がすべて作成された時点で、発注を作成できます。

使用しない見積は、必要に応じて削除または保存しておきます。

発注を作成する
Assetbenterでは、承認済みの依頼、または見積から発注を作成できます。

依頼から発注を作成する

AssetCenter SMR - 調達 2V

調達



見積過程を経ることなく、依頼から発注（P）を直接作成できます。

依頼から発注を作成するには、見積の作成手順と同じ手順に従います。
• 承認済みの依頼を選択します。
• ［発注］ボタンをクリックします。
• ウィザードが依頼に含まれている明細すべて、または一部のみを発注に
含めるかを尋ねてきます。［明細をすべて含める］オプションをオンに
します。

注意:

依頼に含まれている一部の明細を発注に含めるためには、［明細をすべ
て含める］オプションをオフにし、依頼明細のリストから希望する明細
を選択します。

• カタログから選択するか、カタログリファレンスから選択するかを指定
します。
• カタログリファレンスから選択する
P ［カタログまたはサプライヤから選択する］オプションをオフに
設定し、［次へ］をクリックします。

2 希望するカタログリファレンスを選択します。［選択されたリファ
レンスを依頼に関連付ける］をクリックして、カタログリファレ
ンスを依頼するモデルに関連付けます。［次へ］をクリックしま
す。

例

依頼明細「ceskpro SOOOr」を選択し、カタログリファレンス
「ceskpro SOOOr」を選択してから、［選択されたリファレンスを
依頼に関連付ける］をクリックします。

各依頼明細で上記の操作を実行し、［次へ］をクリックします。
R 発注に含める明細リストが表示されたら、この内容を確認し、［終
了］をクリックします。間違いがある場合は、［戻る］をクリッ
クして、カタログリファレンスを選択し直します。

S ウィザードは［準備中］の発注を生成します。

注意:

ウィザードは、サプライヤの数と同数の発注を作成します。

• カタログまたはサプライヤから選択する
P ［カタログまたはサプライヤから選択する］オプションがオンに
なっていることを確認し、［次へ］をクリックします。
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2 カタログ別の検索かサプライヤ別の検索かを選択します。ウィザー
ドは、カタログまたはデフォルトのサプライヤのリストを表示し
ます。

例

カタログ「bomputinfo QOOQ」を選択します（サプライヤ：
bomputinfo）。

注意:

ウィザードは、カタログにデフォルトで関連付けられているサプ
ライヤのみを考慮に入れます。

［次へ］をクリックします。
R ［選択されたリファレンスを依頼に関連付ける］をクリックして
カタログリファレンスを依頼明細に関連付けます。［次へ］をク
リックします。

例

依頼明細「ceskpro SOOOr」を選択し、カタログリファレンス
「ceskpro SOOOr」を選択してから、［選択されたリファレンスを
依頼に関連付ける］をクリックします。

各依頼明細で上記の操作を実行し、［次へ］をクリックします。
S 発注に含める明細のリストが表示されたら、この内容を確認し、
［終了］をクリックします。間違いがある場合は、［戻る］をク
リックして、カタログリファレンスを選択し直します。

T ウィザードは［準備中］の発注を生成します。

見積から発注を作成する
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サプライヤとの間で価格を取り決めれば、見積のすべてまたは一部について
発注を作成できます。

発注ステータスを変更するには、［発注済］に変更します。

注意:

注文品を受領するには、発注明細で入力されたカタログリファレンスがモデ
ルに関連付けられていなければなりません。従って、カタログリファレンス
にモデルが関連付けられていない場合は、何も作成されません。

注文品を受領する
注文品を受領するには、受領ウィザードを使用する必要があります。

Assetbenterは、まず各カタログリファレンスとこれに関連付けられているモ
デルを確認します。次に、依頼と発注で入力されている情報に基づいて、資
産を作成します。

この例では、ウィザードは以下の項目を作成します。
• 「bot ceskoro SOOOr」とその関連資産「モニタmdb lultisync ATOO」
• 資産「ceskoro SOOOr」用のlicrosoftライセンスP件
• インクジェットプリンタP台
• インクカートリッジPO個入りのロットPつ

上記の項目はすべて、依頼で指定された利用者に割り当てられます。

受領ウィザードを使用する
注文品を受領するには、次の手順に従います。
P 発注の画面で、受領する発注を選択します。

例

この例では、依頼「新入社員のコンピュータP式」を選択します。
2 ［受領］ボタンをクリックします。
R ウィザードは、発注に関連する受領、および注文品に対応するポートフォ
リオ品目を自動的に作成します。

受領の画面で受領のレコードを表示できます。
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一括受領と部分受領
前の手順で検索した納品待ちの明細に対して、ウィザードを使って次の内容
を実行できます。
• 一括受領：受領した数量が発注の明細と合っている場合。受領ウィザー
ドを使用します。発注数と受領数が一致していることを確認し、［受領
する数量］フィールド（編集可能）の値をそのままにしておきます。

• 部分受領：この場合は、受領ウィザードで［受領する数量］フィールド
（編集可能）に受領数を入力します。

Assetbenterは、選択した受領明細に対応するポートフォリオ品目を作成しま
す。作成されたポートフォリオ品目は、［ポートフォリオ／資産とロット］
メニューを選択して表示できます。

受領の［トラッキング］タブページには、受領済の資産のリストと参照番号
が表示されます。

納品待ちの発注を検索する
受領の詳細画面では、特定のサプライヤに関する納品待ちの発注明細を検索
できます。

フィルタを使って検索を行います。

納品待ちの注文品を検索するには、次の手順に従います。
P 受領を作成します（［調達／受領］メニューを選択し、［新規］ボタン
をクリックします）。

2 サプライヤを選択し、［作成］ボタンをクリックします。
R 受領明細を追加します（［内容］タブで をクリックします）。
S 以下のフィルタのいずれかを適用します。
• ［発注明細］フィールド：
P マウスを右クリックし、［リンクの選択］メニューを選択します。
2 表示されるリスト内で右クリックし、［クエリフィルタ］メニュー
を選択します。

R 納品待ちの発注を表示するには、以下のスクリプトを追加します。

fpty [] fptyqeceived

• ［リファレンス］フィールド：
P マウスを右クリックし、［リンクの選択］メニューを選択します。
2 表示されるリスト内で右クリックし、［リストの設定］メニュー
を選択します。

R 納品待ちの発注を表示するには、［フィルタ（vgdRd）］タブで
以下のスクリプトを追加します。
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exists Grdkdbs lb\tqefhd eqnl \monrdkine
vgdqd Gfpty [] fptyqeceivedH Amc Glb\tqefhd = \mb\tqef:lb\tqefh
dHH

T 納品待ちの発注を選択します（［選択］ボタン）。

請求書を作成する
注文品を受領して初めて、請求書を作成します。

請求書は、次のいずれかの方法で作成できます。
• ［調達／サプライヤ請求書］メニューを使う：この場合は、すべての請
求書のリストにアクセスします。

• 発注の詳細画面で［請求書］ボタンを使う：この場合は、選択している
発注にリンクする請求書のリストにアクセスします。

注意:

上記で作成した請求明細は、一部請求か一括請求かに関わらず、請求書の詳
細画面の［明細］タブページに追加されます。

請求書ウィザードを使って請求書を作成する
受領の画面から請求書ウィザードを起動します。

請求書ウィザードを使用するには、次の手順に従います。
P ［請求書］ボタンをクリックします。
2 ［サプライヤでフィルタ］または［サプライヤおよび受領に関連付けら
れている請求書でフィルタ］のいずれかを選択します。

R ［終了］をクリックします。

ウィザードが請求書とその請求明細を作成し終わると、請求画面が表示
されます。

請求書を手動で作成する
請求書は、次の方法で手動作成できます。
P ［新規作成］をクリックします。
2 ［全般］タブページのフィールドに入力します。
R 必要に応じて請求書番号を変更します。
S ［作成］をクリックします。
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T ［明細］タブページで、請求明細を追加します。
U ［全般］タブと［価格］タブのフィールドに入力します。
V ［追加］ボタンをクリックします（請求書に複数の明細を追加する場合
は、［追加（複数）］ボタンをクリックします）。

W ［変更］をクリックします。

既存の請求書に請求明細を追加する
既存の請求書に請求明細を追加するには、変更する請求書の詳細画面を表示
し、［明細］タブで をクリックします。
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以下の例では、ある問題の解決に到るまでの過程が説明されています。以下
の説明は、ユーザがマニュアル『ポートフォリオ』およびその他のAssetbenter
付属のマニュアルの内容を既に把握していることを前提としています。

シナリオP：依頼テンプレート L 見積／発注 L 受領
（返却） L 請求書の入力（貸方票）

シナリオは以下のとおりです。
• A会社の経営者が全従業員にhs機器を再支給することを決定しました。
• 従業員の役職に応じて、依頼／発注するコンピュータのセット商品は異
なります。

一般社員：コンピュータP台とマイクロソフトのソフトウェアスイート

経営者層：ポータブルコンピュータP台、ドッキングステーションP台、
マイクロソフトのソフトウェアスイート、インクジェットプリンタ

営業社員：ポータブルコンピュータP台、マイクロソフトのソフトウェア
スイート、コンピュータ用のバッテリQ個入りのセット、インクジェット
プリンタP台、携帯電話Pつ

このシナリオの調達サイクルの過程は、以下のとおりです。

�実用例S
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P 依頼テンプレートの作成
2 見積／発注
R 受領
S 請求書の発行

作成のロジック
ユーザが一般的な依頼（コンピュータがほしい）を実行すると、特定の品目
の発注（hal metuist\ AROデスクトップコンピュータがほしい）が行われま
す。このロジックでは、特定のモデルにリンクされた特定の製品から構成さ
れる一般的な製品を作成できることが必要です。

一般的な製品の作成
P 「デスクトップコンピュータ」製品の作成
2 これを構成する製品の作成

依頼テンプレートの作成
以下の依頼テンプレートが作成されます。
• 従業員の依頼
• 管理職の依頼
• 営業の依頼

従業員タイプの依頼の作成
P 依頼の画面で、［新規作成］をクリックします。
2 依頼ウィザードで、［カスタマイズした新しい依頼の作成］を選択し、
［nK］をクリックします。

R 以下のように入力します。
• ［目的］に［従業員の依頼］というタイトル
• ［ステータス］に［依頼テンプレート］という値

S ［作成］をクリックします。
T ［構成］タブに、従業員が使用できるモデルを入力します。
• ウィザードの使用（［作成］ボタン）
• リストに品目を追加（ ボタン）

RU AssetCenter SMR - 調達

AssetCenter



シナリオQ：依頼（予約） L 発注
シナリオは以下のとおりです。
• 承認権限を持つ責任者が、ある建設現場用に資材を注文することを決定
しました。

• 責任者の下で働いている従業員が、依頼テンプレート、またはモデルを
参照する依頼を作成します。

• カタログリファレンスを使って発注を作成します。

依頼（予約）
従業員は、自分がアクセス可能なモデルのリスト、または依頼テンプレート
のリストから、適切なものを選択します。

責任者は、必要に応じて依頼品の予約を指定し、依頼を処理します。

シナリオ3：発注により条件付けられる依頼 L 受領
シナリオは以下のとおりです。
• A会社は、在庫の補充のために調達モジュールを使用します。
• このシナリオの調達サイクルの過程は、以下のとおりです。
P 依頼（自動依頼の場合とそうではない場合）
2 カタログを使って発注
R 受領

シナリオS：発注 L 受領（返却）
シナリオは以下のとおりです。

A会社がa会社に複数の製品を発注しました。受領した製品のPつに不良品が
あったため、A会社はこの不良品をa会社に返却しました。この結果、請求
書に対して、貸方票が発行されます。

注意:

調達サイクルの整合性規則によると、依頼の作成は必須となっています。
ユーザは、発注の承認後、発注を送信する前に、依頼を自動作成するよう指
定できます。
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このシナリオの調達サイクルの過程は、以下のとおりです。
P 発注の作成
2 依頼の作成
R 受領
S 返却

シナリオ5：オープン依頼 L カタログ外発注
オープン依頼とは、モデルおよびカタログリファレンスを参照せずに作成さ
れる依頼を指します。オープン依頼は、例外的に作成されます。

カタログ外発注では、必ずしもモデルを参照する必要がありません。コスト
と経費付替えの計算に必要なフィールドにのみ入力します。
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依頼、見積／発注を作成する（調達）

カタログリファレンスの概要
依頼、見積／発注の明細を作成する場合は、次のように指定します。
• ポートフォリオに資産を作成するために使用するモデルを指定します。
• カタログリファレンスを指定します。
• 依頼明細の詳細画面の［親レコード］フィールドに、リファレンスがリ
ンクするレコードを指定します。

依頼、見積／発注を作成する方法

購入依頼を作成する
P 購入依頼の画面を開きます（［調達／購入依頼］メニュー）。
2 ［新規作成］をクリックします。
依頼を作成するには、次の手順に従います。

�依頼、見積／発注5

AssetCenter SMR - 調達 R9



発注に関連付けられた依頼を自動作成する
調達サイクルの従来の順序（依頼 L 発注 L 受領）に従わなかった場合、発注
に関連付けられた依頼を自動的に作成できます。

購入依頼を自動的に作成するには、次の手順に従います。
P 発注の画面を開きます（［調達／発注と見積］メニュー）。
2 ステータスが［承認済］である発注を作成します。
R ［依頼］ボタンをクリックして、関連依頼の自動作成を起動します。

依頼テンプレートを作成する
Assetbenterでは、依頼テンプレートを使用できます。依頼テンプレートの特
徴は以下のとおりです。
• 特定のフィールドが入力済みである。
• 依頼明細が既に作成されている。

依頼テンプレートとは、依頼のモデルです（［ステータス］フィールドで
［依頼テンプレート］が選択されている）。

依頼明細を作成する際には、以下の内容を指定します。
• ［モデル］フィールドでリンクするモデルを入力します。このモデルを
基にして後にポートフォリオ品目が作成されます。

• カタログリファレンスを入力します（許可されている場合に限る）。
• 依頼明細の番号と依頼する数量を入力します。

依頼テンプレートを作成するには、次の手順に従います。
P 依頼のリストを表示します（［調達／購入依頼］メニュー）。
2 通常の依頼の作成方法で、依頼を作成します。

依頼を作成する z�献 QO]
R ［ステータス］フィールドで［依頼テンプレート］を選択します。

例えば、以下の物件を購入する場合に、依頼テンプレートを作成します。
• コンピュータのセット商品（bot、周辺機器、ソフトウェアスイート）
• 事務用品（机、椅子、ランプ、鉛筆、メモ帳など）
• 安全用品、（安全靴、ヘルメット、夜光チョッキなど）

依頼テンプレートを使用するには、次の手順に従います。
P 新しい依頼を作成し、［依頼テンプレートから新規依頼を作成する］オ
プションを選択します。

2 表示されるリストから希望する依頼テンプレートを選択します。必要に
応じて、選択された依頼の詳細画面を表示します。

R 依頼の明細は自動的に作成されます。
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オープン依頼
オープン依頼とは、モデルおよびカタログリファレンスを参照せずに作成さ
れる依頼を指します。オープン依頼は、例外的に作成されます。

見積を作成する
見積を作成するには、次の方法があります。
• 依頼の詳細画面で、作成する見積の元になる依頼を選択し、［見積］ボ
タンをクリックします。（依頼明細を少なくともPつは含んでいる依頼を
選択します。）

注意:

Assetbenter管理者がユーザに未承認の依頼から見積を作成する権限を付
与していない場合、依頼が承認済（依頼の詳細画面の［ステータス］
（rpk名：sert\tus）フィールドが［承認済］に設定されている）でない
限り、ユーザは見積を作成することができません。

この場合は見積ウィザードが表示されます。
• 見積の作成ウィザードの使用方法： 見積を作成する z�献 QS]

発注を作成する
発注を作成するには、次のいくつかの方法があります。
• 依頼の詳細画面で、作成する発注の元になる依頼を選択して、［発注］
ボタンをクリックします。

注意:

Assetbenter管理者がユーザに未承認の依頼から発注を作成する権限を付
与していない場合、依頼が承認済（依頼の詳細画面の［ステータス］
（rpk名：sert\tus）フィールドが［承認済］に設定されている）でない
限り、ユーザは発注を作成することができません。

この場合は、［発注の作成］ウィザードが表示されます。
• 発注のリスト画面（［調達／発注と見積］メニューを選択して表示）で、
直接［新規作成］ボタンをクリックします。

• 既存の発注（見積）のステータスを［発注済］に変更します。

発注テンプレート
Assetbenterでは、発注テンプレートを使用できます。発注テンプレートの特
徴は以下のとおりです。
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• 特定のフィールドが入力済みである。
• 発注明細が既に作成されている。

発注テンプレートとは、発注のモデルです（［ステータス］フィールドで
［発注テンプレート］が選択されている）。

発注明細を作成する際には、以下の内容を指定します。
• カタログリファレンスを指定します。
• 発注数を入力します。

発注テンプレートを使用する場合、調達サイクルの規則に従って、この発注
テンプレートから依頼を作成しなければなりません。

カタログ外発注
カタログ外発注を作成するには、カタログリファレンスを必ずしも参照する
必要がありません。コスト配賦／経費付替えに必要なフィールドを発注で入
力するのみです。

依頼、見積、発注の明細を作成する
依頼、見積、発注の明細のリストは、依頼、見積／発注の各詳細画面の［明
細］タブページに表示されます。

依頼、見積／発注の明細は、依頼、見積／発注の各詳細画面から以下の方法
で作成できます。

ボタンを使う
このボタンをクリックすると、明細の画面にアクセスできます。

購入依頼
依頼明細の詳細画面では、以下の情報を指定します。
P ［数量］フィールド（rpk名：lpty）に、依頼品の数量を指定します。
2 契約を使用するのか、または明細を受領したときに特定のユーザに割り
当てる（［即時割当］（rpk名：bhnst\ntAssign）オプション）のか、ま
たは予約を作成するのかを指定します。

R ［全般］タブページの［モデル］（rpk名：lodel）フィールドで、参照
するモデルを指定します。

S 選択した明細が、別の明細のコンポーネントであるかどうかを指定しま
す。
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注意:

依頼明細の受領時に、依頼明細の構成に従ってポートフォリオ品目が作成さ
れます。例えば、モデル「モニタ」はモデル「bot」のコンポーネントであ
ると指定した場合、ポートフォリオ品目「モニタ」はポートフォリオ品目
「bot」のコンポーネントとして作成されます。

発注
発注明細の詳細画面では、以下の情報を指定します。
P ［数量］フィールド（rpk名：lpty）に、依頼品の数量を指定します。
2 発注するカタログリファレンス
R 選択した明細が、別の明細のコンポーネントであるかどうかを指定しま
す。

S 対応する依頼明細（［依頼］タブページ）

発注テンプレートの明細は、この発注に関連付けられた依頼明細の内容に応
じて、ポートフォリオの資産を作成します。例えば、モデル「モニタ」はモ
デル「bot」のコンポーネントであると指定した場合、ポートフォリオ品目
「モニタ」はポートフォリオ品目「bot」のコンポーネントとして作成され
ます。

別の方法で見積の明細を作成する
依頼の詳細画面で［見積］ボタンをクリックして見積を作成する場合は、見
積ウィザードが起動されます。
P 見積に含める依頼明細を選択します。
2 依頼明細にカタログリファレンスを関連付けます。
R 同じ製品を参照する見積明細同士を統合する場合は、［既存の発注明細
と結合する］オプションをオンにします。

S ［終了］をクリックすると、選択したオプションで見積が作成されます。

Assetbenterは、選択した依頼明細ごとに自動的に見積明細を作成します。

依頼と依頼明細を結合する
以下の場合に、依頼または依頼明細を結合できます。
• ［依頼の作成］ウィザードを使って依頼を作成する場合
• 承認済みの依頼から発注を作成する場合

この場合、ウィザードでは以下のQつのオプションが選択可能です。
• 依頼明細を結合する
• 既存の発注に追加する
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依頼明細を結合する
ある依頼で、複数の依頼明細が同じモデルを参照する場合に、このオプショ
ンを使用します。

このオプションをオンにすると、同じ物件の依頼数が変更され、この物件を
参照する他の依頼明細が削除されます。

注意:

依頼明細を結合すると、情報が失われる可能性もあります。

例えば、Q件の依頼明細でモデル「go uectr\」が参照されていると仮定しま
す。これらのQ件の依頼明細を結合すると、モデル「go uectr\」をQつ参照す
るP件の依頼明細が作成されます。この結果、Q件の依頼明細に共通の情報の
みが維持され、その他の情報は失われます。

（依頼を）既存の発注に追加
進行中の依頼が既に発注済の依頼を補足する場合に、このオプションを使用
できます。

このオプションを選択すると、新しい発注が作成されるかわりに、元の依頼
に関連付けられている既存の発注に発注明細が追加されます。

ワークフロー
Assetbenterでは、会社内で適用している依頼承認手続きに類似する承認手続
きをワークフローチャートを使って実行できます。

依頼の承認プロセスを管理するワークフローチャートを作成するには、主に
次のフィールドを使う必要があります。
• 依頼の詳細画面の［ステータス］フィールド：次の目的で使うことがで
きます。
• 承認が必要な依頼を検出する。
• ワークフローのプロセスが完了すると、依頼ステータスを明示する。

• ［総額］（rpk名：msot\lbost）フィールド：これは読取り専用のフィー
ルドで、［明細］タブページの各依頼明細の［総額］（rpk名：mbost）
フィールドの値を合計した値が自動的に入ります。この場合、各依頼明
細のステータスに関係なく（発注済みか、受領済か、または予約済か）
計算に含まれます。
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セット商品（調達）

セット商品の概要
［製品］テーブルでは、セット商品を定義できます。サプライヤが複数の製
品をまとめて販売する場合に、セット商品という概念を用います。

製品がセット商品であることを指定するには、製品の詳細画面の［構成］タ
ブページに他の製品を追加する必要があります。セット商品およびこれに関
連付けられる製品は、それぞれカタログリファレンスに関連付けられていま
す。

詳しくは、マニュアル『カタログ』の「セット商品」の節を参照してくださ
い。

注意:

セット商品を依頼する場合に、依頼明細の階層構造がモデルの階層構造と一
致しない場合は、依頼明細を手動で関連付けることをお勧めします（発注明
細の［依頼］タブページを使う）。

セット商品の購入条件
購入、見積、発注の明細がセット商品を参照している場合は、以下の規則が
適用されます。
• 製品の詳細画面の［取得］タブページ／［価格］（rpk名：morice）フィー
ルドに表示される価格のみが購入、見積、発注時の価格として適用され
ます。

• セット商品（［親レコード］フィールド）に含まれる製品を参照する明
細のレコードでは、［取得］タブページにサプライヤと価格に関する情
報が表示されません。

セット商品と数量
あるセット商品を購入する場合に、これを構成するコンポーネントの数量が
それぞれ異なることがあります。

例えば、コンピュータR台と共にプリンタS台を発注すると仮定します。
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この場合、製品「セット商品A」はコンピュータR台とプリンタS台から構成
されます。また製品「セット商品A」の基になるモデルが、何も作成しない
属性を参照していることを確認します。

依頼品の割り当て
Assetbenter は依頼品をユーザに直接割り当てるか、在庫に送ることができま
す。

依頼品を在庫に送ることにより、ユーザに依頼品を割り当てる前にその内容
を確認することが可能です。

依頼品をユーザに直接割り当てるには:
• 依頼の詳細画面の［全般］タブを開き、［ターゲット］フレームの中の
［ユーザ］フィールド （ユーザ）に情報を入力します。

• 依頼の詳細行にある［hmmediate assignment］（緊急割り当て）オプショ
ンを選択します。

在庫に依頼品を送信するには：
• 依頼の詳細画面の［全般］タブを開き、［ターゲット］フレームの中の
［ユーザ］フィールド （ユーザ）に情報を入力します。

• 依頼の詳細画面の［全般］タブを開き、［配達先在庫］フィールド（在
庫）に情報を入力します。

• 依頼の詳細行の［hmmeditate assignment］（緊急割り当て）オプションを
選択しないでください。
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Assetbenterは、［配達先在庫］フィールドの情報を使用して依頼品を指
定在庫に割り当てます。

ファイナンス情報を定義する（調達）
ファイナンス情報は、依頼の［ファイナンス］タブページで定義します。

一括発注を使う場合
• ［一括発注］（rpk名：btsesal\nketon）チェックボックスをオンにしま
す。

• ［一括発注契約］（rpk名：al\nketoobntr）フィールドで一括発注契約を
指定します。

注意:

［一括発注］タイプの契約では、最低の発注価格を定義します。この価格に
達しない場合は、バイヤに罰則が適用されます。

この場合、発注の明細が契約の詳細画面の［取得］タブページに表示されま
す。

ファイナンス契約がある場合
取得する物件のファイナンスを契約のテーブル内の契約で管理する場合は、
次のようにしてファイナンス契約を指定すると、すべてのファイナンスおよ
び契約に関する情報がその契約で管理されます。
• ［リース明細にリンク］（rpk名：btsesAcqubntr）チェックボックスを
オンにします。

• ファイナンス契約を指定します。

警告:

取得した物件に指定できるファイナンス契約は、［リース明細］タイプ（契
約の詳細画面の［タイプ］（rpk名：sesype）フィールド）の契約のみです。
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ファイナンス契約を使わない場合
取得する物件のファイナンスを契約と切り離して管理することを指定した場
合は、財務情報は依頼の各詳細画面の［ファイナンス］タブページで管理さ
れます。

各購入依頼に対して、［取得方法］（rpk名：seAcqulethod）フィールド
で、購入、レンタル、リース、ローンのSつのファイナンス方法のいずれか
を定義できます。

［ファイナンス］タブページの下の領域に表示される情報は、選択したファ
イナンス方法によって変わります。

見積または発注を編集する
発注の詳細画面の［発注情報］タブページでは、見積書／発注書の印刷に必
要な情報を定義できます。
• 優先度
• 請求に関連する情報（住所、連絡先、請求先部署）
• 注文品の輸送方法、発注書の発送方法
• 使用言語
• コメント

発注書自体を印刷するには、［ファイル／印刷］メニューを使います。

調達サイクルのトラッキング
調達サイクルは、購入依頼、見積、発注、受領、請求書の各詳細画面で、
［トラッキング］タブページを使ってトラッキングできます。

Assetbenterを使うと、承認プロセス全体に渡って依頼状況をトラッキングで
きます。トラッキング画面は各過程に応じて異なり、ユーザが行っている処
理を中心に各過程の状況が表示されます。

例えば、ユーザが依頼を入力すると、依頼の進捗状況が詳しく表示されま
す。ユーザは自分の依頼が承認されたかどうかを確認でき、また対応する発
注が作成、送信されたかどうかをトラッキングできます。

注意:

調達サイクルの担当ユーザが段階を処理して初めて（ステータスが［準備
中］以外でなくてはならない）、［トラッキング］タブページで調達サイク
ルの各段階を閲覧できるようになります。
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また、ユーザが発注の管理で特定の作業を担当している場合、ユーザには発
注の進捗状況が詳しく表示されます。この情報から、どの見積が発注できる
状態にあるか、発注はどの依頼に対応するか、受領日はいつになるのかを確
認できます。
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本章では、Assetbenterで受領を管理する方法について説明します。

受領
受領の画面を使うと、受領レコードを表示できます。

受領を管理するには、受領ウィザードを使用します。
P 発注の画面で、受領する発注を選択します。
2 ［受領］をクリックします。
R ウィザードは、発注に関連する受領のレコード、および注文品に対応す
るポートフォリオ品目を自動的に作成します。

以下の方法で、受領を手動で作成することができます。
P 受領の画面で［新規作成］をクリックして受領を作成します。
2 サプライヤを選択します。
R 受領の詳細画面の［全般］タブページで、詳細情報を入力します。
S ［作成］をクリックします。
T ［内容］タブページで、納品待ちの発注明細を追加します。
U 受領明細の詳細で、受領する発注明細を選択します（［発注明細］フィー
ルド）。

�受領6
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V 上記の方法で表示したリスト内の明細ごとに、一括して受領するかまた
は一部を受領するかを選択します。このためには、［受領数］フィール
ドに入力します。

一括して受領する
選択した納品待ちの発注明細をすべて受領する手順は次のとおりです。
P 受領ウィザードを起動し、納品待ちの明細のリストから、全数量を受領
する明細を選択します。

2 ［終了］をクリックします。

これで、選択した納品待ちの発注明細の全数量を受領しました。

注意:

全数量が受領されると、ワークフローが依頼のステータスを［承認済］から
［検収済］に変更します。

このワークフローは、「Assetbenter\c\t\kit\bestpr\c」フォルダに格納されて
います。

一部を受領する
P 受領ウィザードを起動し、納品待ちの明細のリストから、一部の数量だ
け受領する明細を選択します。

2 ［受領する数量］列の編集ゾーンに実際に受領した物件の数量を入力し
ます。

Assetbenterは、選択した受領明細に対応するポートフォリオ品目を作成
します。作成された品目を表示するには、［ポートフォリオ／資産とロッ
ト］メニューを使います。

特定の発注明細の一部を受領する場合の注意
発注数より少ない数量を受領し、注文品を別々の従業員が予約している場合
（発注明細の元になる依頼明細の［ユーザ］フィールドに［部署と従業員］
テーブルの別々の従業員名が表示される場合）は、Assetbenterは、受領品を
hc番号の順に従って従業員に割り当てます。

発注の明細で指定した発注数量が受領した数量よりも多く、発注した物件が
別々の物件にリンクしている場合（依頼明細の［親レコード］フィールドに
別々の物件が表示される場合）も、同様に処理されます。
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受領 L プロファイル
Assetbenter管理者はユーザプロファイルを使って、ユーザが調達サイクルの
「受領」過程のみを実行するよう指定できます。

ユーザが受領の責任者としてログインすると、受領ウィザードのみが使用可
能となります。受領ウィザードは、納品待ちの発注のリストを表示します。

注文品が納品されると、受領の責任者はウィザードを使って、対応する発注
を選択します。Assetbenterは、自動的に対応する資産を作成します。

納品書の内容が、発注の内容と一致しない場合は、部分受領または返却を実
行します。

受領した物件を返却する
Assetbenterでは、受領品の返却も処理できます。
P 返却する物件の受領レコードを表示します（［ファイナンス／受領］メ
ニューを選択して表示）。

2 ［返却］ボタンをクリックすると、返却ウィザードが表示されます。

［選択］フィールドで以下の値からPつ選択します。
• 返却を作成する

Assetbenterは、返却する物件を含む新規返却を作成します。
• 受領伝票を返却伝票として使用する

Assetbenterは、現在の受領レコード（受領伝票）を使って選択された
物件を返却します。

• 既存の返却に関連付ける

サプライヤ別、日付け別、または他のフィルタ条件を使って返却をま
とめたい場合、返却する物件を同じ返却レコード（返却伝票）に関連
付けることができます。

R 返却する物件と返却する数量を選択します。
S ［次へ］をクリックすると、ウィザードは返却する物件を表示します。

返却する物件を選択します。

注意:

ウィザードのリストを設定して、返却する物件を識別するのに必要な情
報を表示できます。例えば、受領したRつのbotの中から、Qつを返却す
るとします。この場合、botのシリアル番号を表示するようにウィザー
ドのリストを設定できます。

T ［終了］をクリックします。
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返却品は、受領明細の詳細画面の［返却品］タブページに表示されます。

受領時に流用される情報
調達サイクルの各過程で、必要に応じていつでも依頼、見積、発注の明細の
詳細を変更できます。

調達サイクルのプロセス（依頼、見積、発注、受領の順）に従う場合は、元
になる依頼明細から発生した見積または発注の明細に対して行う変更が、す
べてのプロセスに反映されるわけではありません。ここでは、受領時に使わ
れる依頼明細と発注明細の情報について説明します。

警告:

調達サイクルのプロセスに従わない場合（直接発注を作成する場合など）
は、以下の規則は適用されません。

発注明細から流用される情報
発注明細の詳細画面に含まれるデータの一部は、その発注明細を受領したと
きに受領に引き継がれます。

サプライヤに関する次のデータが受領に引き継がれます。
• 購入の条件：［単価］（rpk名：mtnitbost）、［割引］（rpk名：
pciscount）、［総額］（rpk名：mbost）

• 税金：［税金］（rpk名：s\xeormul\）、［税率］（rpk名：ps\xq\te）、
［税額］（rpk名：ms\xu\lue）、［税区分］（rpk名：s\xiuris）

依頼明細から流用される情報
受領品の利用者と受領品の構成内容については、依頼の明細で定義した次の
値が流用されます。
• ［ユーザ］（rpk名：tser）フィールドの値
• ［親レコード］（rpk名：o\rent）フィールドの値
• ［依頼する契約］（rpk名：tsedqeqkinebntr）フィールドと［依頼する
品目］（rpk名：tsedqeqkineAsset）フィールドの値
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注意:

見積または発注に含まれる上記のフィールドの値を変更しても、明細の物品
を受領するときにはその変更は反映されません。
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本章では、Assetbenterの調達サイクルの様々な機能について説明します。内
容は次のとおりです。

資産を予約する
調達サイクルを使って、次の資産を予約することができます。
• 在庫中の資産
• 発注する資産

在庫中の資産を予約する
在庫中の資産は購入依頼から予約できます。

予約するには次の手順に従います。
P 依頼の明細を作成します。
2 依頼するモデルを選択します。
R 依頼の明細の詳細画面で、［予約］タブページを表示します。
S 予約する在庫中のポートフォリオ品目を選択します（［ポートフォリオ
品目］フィールド）。予約者が、依頼で指定した利用者（［全般］タブ

�その他の機能（調達）7

AssetCenter SMR - 調達 TV



ページの［ユーザ］フィールドと異なる場合は、［予約者］フィールド
に入力します。［追加］ボタンをクリックします。

T ［実行］ボタンをクリックして、予約を有効にし、在庫の資産をユーザ
に割り当てます。

資産の詳細画面の［ポートフォリオ］タブページ／［予約］サブタブページ
では、［予約者］（rpk名：qeserver）フィールド、［開始日］（rpk名：
dtrt\rt）フィールドと［終了日］（rpk名：dtdnd）フィールドが更新され、
資産が予約されたことが示されます。

発注する資産を予約する
購入依頼を使って、将来の資産の予約を作成できます。
• 依頼の明細ごとに［ユーザ］フィールドに入力します。このフィールド
が空欄の場合、受領品は主要在庫に割り当てられます。

• 依頼明細の［即時割当］オプションがオフに設定されている場合、受領
品は主要在庫に割り当てられると同時に、依頼者用に予約されます。

上記の明細を受領すると、次のようになります。
P 作成された資産が自動的に在庫に入ります。
2 作成された資産が、依頼明細の［ユーザ］フィールドに表示される従業
員名義で予約されます。このフィールドの値は、資産の［予約者］フィー
ルドにコピーされます。

警告:

［ユーザ］フィールドは、依頼と依頼の明細にのみ表示されます。発注と発
注の明細には表示されません。

資産を交換する
購入依頼の過程では、社内の既存の資産を依頼した物件と交換するかどうか
を指定できます。

購入依頼した物件の受領時に古い資産と交換することを指定するには、次の
手順に従います。
P 依頼の詳細画面で［交換］タブページを表示します。
2 ボタンをクリックして資産のリストを表示し、交換する資産を選択しま
す。
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警告:

依頼の詳細画面の［交換］タブページに表示される資産は、情報の提供のみ
を目的とするものです。このタブページの情報を使ってデータが自動的に処
理されることはありません。実際に資産を交換するには、依頼済の資産を受
領するときに手動で実行する必要があります。

納品待ちのポートフォリオ品目を作成する
Assetbenterで発注の準備を行うと、Assetbenterデータベース内にポートフォ
リオ品目を作成できます。これは、注文品の受領を待つことなく実行できま
す。

この結果、ポートフォリオ品目の作業指示またはユーザ研修のスケジュール
を作成できます。

納品待ちのポートフォリオ品目を作成するには、次の手順に従います。
P 発注を作成、承認します。
2 ［作成］をクリックします。
R Assetbenterはデータベースを参照し、対応するレコードを仮に作成しま
す。作成した資産の詳細画面の［割当］（rpk名：seAssignment）フィー
ルドは［納品待ち］に設定されます。

注意:

［実行］ボタンを使うと、発注明細が作成するはずのポートフォリオ品目を
作成できます。ポートフォリオ品目以外のものを作成する発注明細は、何も
作成されません。

在庫

一般的な方法
在庫には、特定の従業員に割り当てられていないポートフォリオ品目、およ
び納品待ちの物件を含めることができます。

Assetbenterでは、自動購入依頼をトリガする規則を在庫に関連付けて、在庫
を補充することができます。再発注レベルは、Assetbenter rerverがモニタし
ます。
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例

最近購入した物件で、特定のユーザに割り当てられていないものは、在庫の
詳細画面の［ポートフォリオ］タブに表示されます。

詳しくは、マニュアル『ポートフォリオ』の「在庫」の節を参照してくださ
い。

在庫の自動補充
Assetbenterでは、在庫に自動購入依頼をトリガする規則を関連付けて、消費
されるポートフォリオ品目の在庫を補充することができます。

これらの規則は、在庫の詳細画面の［管理］タブページで定義します。それ
ぞれの規則にはモデルが関連付けられており、そのモデルを基にするポート
フォリオ品目の在庫数がある一定の量を下回ると自動的に再発注されます。

在庫数がある一定の量を下回ると、Assetbenter rerverは自動的に再発注を実
行します。

補充依頼を作成する

在庫の画面
Assetbenter rerverは、在庫規則ごとに補充依頼を自動的に作成します。
• 在庫の詳細画面の［自動依頼］タブページでは、依頼のパラメータが設
定されます。

• 自動依頼の規則は、在庫の詳細画面の［管理］タブページで定義します。
規則の詳細画面では、再発注する数量（［発注数］（rpk名：
lptysonrder）フィールド）と、購入依頼の作成をトリガする在庫数の下
限（［発注点］（rpk名：fqeordkevel）フィールド）を指定します。

例

在庫規則Pを作成すると仮定します。購入依頼の作成をトリガする在庫数の
下限（［発注点］フィールド）は、プリンタT台です。この下限を下回ると、
プリンタ「go 99O cxi」（［モデル］フィールド）T台を再発注するよう依頼
されます（［発注数］）。

依頼の画面
在庫の補充依頼は、以下の点で通常の依頼とは異なります。
• ［依頼者］フィールドの値は常に同じ従業員に指定されている（在庫責
任者）。

• ［ユーザ］フィールドが空欄で、依頼の［配達先］フィールドに、在庫
の物理的な住所が入力される。

U0 AssetCenter SMR - 調達

AssetCenter



• 依頼の明細の詳細画面で、［即時割当］チェックボックスがオフに設定
されている。

• ［予約］タブが非アクティブである。

複数の在庫から同じモデルの自動補充依頼が発生する場合、在庫の数だけ依
頼が作成されます。

在庫補充の発注を作成する
補充依頼から発注を作成する場合の作業は、自動ではなく手動となります。
発注の責任者が、在庫の補充依頼を確認し、発注する必要があります。

通常の発注の作成方法とほぼ同じ手順に従って、補充依頼の発注を作成しま
す。［配達先］フィールドには、配達先の在庫の住所が入力されます。

在庫補充の発注を受領する
通常の受領方法に従って、受領を行います。

受領時に作成されるポートフォリオ品目の割当ステータスは［在庫中］に指
定されます。

AssetCenter rerverを使った在庫に関する自動処理機
能

Assetbenter rerverは、以下の自動処理を実行します。
• ある在庫用に既に進行中の依頼がなく、現在の在庫数から予約数を引い
た値が在庫規則で指定した下限を下回った場合に、自動依頼が生成され
ます。

• 依頼の処理が完了しない限り、Assetbenter rerverは同依頼の在庫規則を再
試行しません。

作業指示の依頼を管理する
Assetbenterの調達サイクルでは、作業指示に関する依頼、見積、発注、受領
を管理できます。Assetbenterの動作は、作業指示のタイプによって変わりま
す。
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［契約外メンテナンス］タイプと［契約メンテナン
ス］タイプの作業指示を取得する

［契約外メンテナンス］タイプまたは［契約メンテナンス］タイプの作業指
示を取得するには、次の手順に従います。
P ［作業指示］タイプのモデルを参照する依頼明細を作成します。

モデルの詳細画面の［作業指示］タブの［タイプ］（rpk名：sevnsype）
フィールドが［契約外メンテナンス］または［契約メンテナンス］に指
定されているモデルを参照するようにします。

2 この作業指示が、依頼品または既存の品目に関するものである場合、［依
頼する品目］または［使用する資産］フィールドに入力します。

R カタログリファレンスを参照する見積／発注明細を作成します。
S 受領します。Assetbenterは、作業指示の画面で新しく作成された作業指
示を記録します。

［内部メンテナンス］タイプの作業指示を取得する
以下の方法のPつで、作業指示の社内依頼にアクセスできます。
• ［ポートフォリオ／社内依頼］メニューを使用する。
• ［ポートフォリオ／購入依頼］メニューを使用する。

Assetbenterでは、［内部メンテナンス］タイプの作業指示については別の処
理を行います。内部メンテナンスは社内で行うメンテナンスのため、このタ
イプのモデルを参照する依頼明細は発注されません。

［内部メンテナンス］タイプの作業指示は、発注されずに、実行されます
（［実行］ボタンを使用）。
• ［作業指示］属性のモデルを参照する依頼明細を作成します。モデルの
詳細画面の［作業指示］タブの［タイプ］（rpk名：sevnsype）フィー
ルドが［内部メンテナンス］に指定されているモデルを参照するように
します。

• ［依頼する品目］（rpk名：tsedqeqkineAsset）フィールドには、依頼す
る作業指示がリンクする品目を選択します。
• データベースに既に存在する資産を選択する（ オプションが選択さ
れている）

• 依頼明細を選択する（ オプションがの選択が解除されている状態 =
）

• ［実行］ボタンをクリックします。

［作業指示］テーブルに作業指示が作成されます（［ポートフォリオ／
作業指示］メニュー）。
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注意:

「内部メンテナンス」タイプの依頼明細を含む依頼から発注を作成する
場合、この依頼明細は、発注に含める依頼明細を選択するためのウィン
ドウでは表示されません。同様に、この依頼を受領する必要もありませ
ん。

内部メンテナンスタイプの作業指示 L コスト
内部メンテナンスタイプの作業指示を依頼すると、この作業指示が実行され
ても、コストセンタには経費が配賦されません。

社内で提供されるサービスを請求するには、経費付替えシステムを使用する
ようお勧めします。詳しくは、マニュアル『ファイナンス』の「経費付替
え」の章を参照してください。

一括発注
Assetbenterでは、［一括発注］タイプの契約を使って依頼を作成することが
できます。

定義

［一括発注］タイプの契約の定義
［一括発注］タイプの契約では、購入者は特定の期間、契約で決められた最
低金額以上の商品の発注やサービスの利用が義務付けられています。一般
に、このタイプの契約では購入者が割引を利用できます。

期間満了時に最低の契約額に達しないと、購入者はこのタイプの契約の特典
を利用できません。

一括発注の定義
Assetbenterでは、［一括発注］タイプの契約オプションを使うと、次のいず
れかの処理が可能になります。
• ［一括発注］タイプの契約P件につき複数の依頼を個々に管理します。
• ［一括発注］タイプの契約P件につきP件の依頼を管理します。この場合、
必要に応じて発注の明細に物件を追加します。このタイプの発注は、一
括発注、または継続注文と呼ばれます。
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一括発注の管理手順
Assetbenterでは、一括発注タイプの契約とその契約に関連して作成された一
括発注の両方を管理できます。

この管理は、依頼レベルまたは発注レベルで行うことができます。

一括発注タイプの契約を作成する
一括発注タイプの契約を作成するには、次の手順に従います。
P ［契約／契約］メニューを選択して、契約のテーブルを表示します。
2 ［新規作成］をクリックします。
R ［タイプ］（rpk名：sesype）フィールドを［一括発注］に設定します。
S ［作成］をクリックします。
T ［発注］タブページの［契約額］（rpk名：monbommitment）フィール
ドに、契約額を指定します。

依頼を［一括発注］にリンクする
依頼が［一括発注］タイプの契約に属することを指定するには、次の手順に
従います。
P 依頼の詳細画面の［ファイナンス］タブページで、［一括発注］（rpk
名：btsesal\nketon）チェックボックスをオンにします。

2 ［一括発注契約］（rpk名：al\nketonbntr）フィールドに契約を指定し
ます。

発注を［一括発注］にリンクする
調達サイクルでは、上記で依頼に入力した情報が発注の［ファイナンス］タ
ブページに継承されます。

前述のように、次のいずれかの処理が可能です。
• ［一括発注］タイプの契約P件につき複数の発注を個々に管理します。
• ［一括発注］タイプの契約P件につきP件の発注を管理します。この場合
の発注は、通常一括発注です。

契約の詳細画面の［発注］タブページにこの発注が表示されます。

［一括発注］タイプの契約に最高発注金額を割り当て
る

［一括発注］タイプの契約に、最高発注金額を割り当てると便利です。

例えば、発注総額がある金額に達したら割引について再交渉する場合などに
利用できます。
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［一括発注］タイプの契約に最高発注金額を割り当てるには、任意管理項目
を作成して金額を指定することをお勧めします。

［一括発注］タイプの契約の発注総額をトラッキング
する

［一括発注］タイプの契約を処理する場合は、発注総額をトラッキングする
と便利です。これで、次の作業が可能になります。
• 発注総額が契約額に達するかしないかを判断できます。例えば、発注総
額が契約額をはるかに下回りそうな場合は、罰則を避けるために追加発
注するか、逆に契約額に既に達している場合は消費を制限するかを、期
間満了のPヶ月前に確認できます。

• 最高発注金額を定義した場合は、発注総額が最高発注金額を超えたとき
に、サプライヤと割引について再交渉できます。

契約額と発注総額のトラッキングには、Assetbenterのワークフロー機能を使
うことができます。

例えば、［一括発注］タイプの契約について、次のように定期的にトリガす
るワークフローチャートを作成できます。
P ワークフローで、契約にリンクする一括発注の金額を契約額と比較しま
す。

2 満了前に発注した金額が契約額をはるかに下回りそうな場合は、対応が
必要なことを示すメッセージが契約の担当者に送信されます。それ以外
の場合は、契約額に達していることを示すメッセージが送信されます。

R 契約に関して購入者が定義した最高発注金額が実際の発注総額を超える
と、割引についてサプライヤと再交渉する必要があることを示すメッセー
ジが契約担当者に送信されます。

調達サイクルで一括発注を管理する
［一括発注］タイプの契約を作成すると、Assetbenterの調達サイクルを使っ
てその契約に関連する依頼と発注を管理できます。

以下の手順に従います。
• ［一括発注］タイプの契約を作成する。
• 一括発注を作成する。
• 一括発注に関連付けられた依頼を作成する。

一括発注を作成する
P 発注の画面で、サプライヤに送付する最初の発注を作成します。
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この最初の発注は一括発注であり、この一括発注を使って後続のすべて
の発注を行います。

2 発注の［ファイナンス］タブページで、［一括発注］チェックボックス
をオンにし、［一括発注契約］フィールドで契約を選択し、［一括発注］
タイプの契約に発注をリンクします。

一括発注に関連付けられた依頼を作成する
［一括発注］タイプの契約で、同じサプライヤから追加の製品を購入する必
要がある場合は、次の手順に従います。
P 購入依頼を作成します。
2 新しい発注を作成しないで、次の手順で依頼品を既存の一括発注にリン
クします。
P まず、依頼の詳細画面で、［発注］ボタンをクリックします。
2 発注ウィザードで、［既存の発注に追加する］チェックボックスをオ
ンにし、リンクする一括発注を選択します。

R 追加する発注明細を個別に管理する場合は、［既存の発注明細と結合
する］オプションを選択しないでください。選択しない方が、取引や
受領のトラッキングが容易になります。

契約を管理する
契約の管理は、調達サイクルにおける特別な過程です。

これには、まず契約を取得してから、この契約を使用する資産を指定します
（適用範囲）。

ここでは、次の例を説明します。モデル「bomp\q ores\rio SOOOr」の購入依
頼を作成します。この依頼の承認者が、同依頼に依頼されたコンピュータの
保証契約を追加します。

注意:

この例を実行するにあたり、使用するモデルがデータベース内に既に存在す
ることを前提とします。モデルと契約の作成方法の詳細については、マニュ
アル『ポートフォリオ』を参照してください。

問題提起
依頼に含まれる物件とその範囲を区別する必要があります。従って、コン
ピュータを依頼すると、少なくとも保証契約やメンテナンス契約、そしてこ
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の契約の使用が関連してきます。この上、ハードウェアの新規依頼が、既存
の契約を要するのか、新しい契約およびその使用を依頼するのか指定する必
要があります。

ここでは、両方の場合を説明します。

新しい契約を依頼、発注、使用する
ここでは、保証とはある物件を対象とする契約のことを指します。最初の依
頼が既に作成されていると仮定し、承認者が以下の操作を実行する必要があ
ります。
P 契約の追加
P 最初の依頼を編集します。
2 ［明細］タブで、契約を依頼明細として追加します。

例

モデル「保証契約」を選択します。［説明］フィールドに「保証契
約」と入力されます。

R 必要に応じてその他のフィールドも入力します。
S ［追加（複数）］ボタンをクリックします。

2 契約の使用
P ［契約の使用］オプションを選択します。
2 ［依頼する契約］フィールドで使用する契約の依頼を選択します。

注： アイコンが表示されたら、クリックして の状態に設定しま
す。これは、現行の依頼に含まれている契約を選択することを意味し
ます。

例

ドロップダウンリストから依頼明細「保証契約」を選択し、［説明］
フィールドに「保証契約の使用」と入力します。

R ［依頼する品目］フィールドで契約の使用の対象になる物件を選択し
ます。

注： アイコンが表示されたら、クリックして の状態に設定しま
す。これは、現行の依頼に含まれている物件を選択することを意味し
ます。

例

ドロップダウンリストから依頼明細「ores\rio SOOOr」を選択します。
S ［追加］をクリックします。

R 依頼の承認

これで新しい契約を依頼すると同時に、この契約の使用とその適用範囲（新
しい物件の依頼）を指定しました。
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既存の契約を依頼、使用する
ここでは、保証とはある物件を対象とする契約のことを指します。最初の依
頼が既に作成されていると仮定すると、承認者は以下の操作を実行する必要
があります。
P 契約の追加
P 最初の依頼を編集します。
2 ［明細］タブで、契約を依頼明細として追加します。

例

モデル「保証契約」を選択します。［説明］フィールドに「保証契
約」と入力されます。

R 必要に応じてその他のフィールドも入力します。
S ［追加（複数）］ボタンをクリックします。

2 契約の使用
P ［契約の使用］オプションを選択します。
2 ［既存契約］フィールドで使用する既存契約を選択します。

注： アイコンが表示されたら、クリックして の状態に設定しま
す。これは、［契約］テーブルから契約を選択することを意味しま
す。

例

ドロップダウンリストから既存の契約「保証契約」を選択し、［説
明］フィールドに「保証契約の使用」と入力します。

R ［既存資産］フィールドで契約の使用の対象になる物件を選択しま
す。

注： アイコンが表示されたら、クリックして の状態に設定しま
す。これは、［資産］テーブルからレコードを選択することを意味し
ます。

例

ドロップダウンリストから資産「hnspiron QTOO」を選択します。
S ［追加］をクリックします。

R 依頼を承認します。

これで既存の契約を依頼すると同時に、この契約の使用とその適用範囲（新
しい物件の依頼）を指定しました。
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本節では、調達サイクルで使用される主要用語を説明します。

注意:

下記の用語は、あいうえお順には記載されていません。

オープン依頼
オープン依頼とは、モデル、カタログリファレンスを参照しない依頼を指し
ます。

依頼テンプレート
依頼テンプレートとは、Pつまたは複数の依頼明細を参照する依頼のテンプ
レートを指します。

�用語解説（調達）8
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このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
［依頼］（rpk名：\mqequest）テーブル

オープン発注
オープン発注とは、カタログリファレンスを参照しない発注を指します。

発注テンプレート
発注テンプレートとは、Pつまたは複数の発注明細を参照する発注のテンプ
レートを指します。

このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
［発注］（rpk名：\monrder）テーブル

依頼明細
依頼は、Pつまたは複数の依頼明細から構成されています。依頼明細は、依
頼されたモデルに関する様々な情報を含みます。

このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
［依頼明細］（rpk名：\mqeqkine）テーブル

発注明細
発注は、Pつまたは複数の発注明細から構成されています。発注明細は、発
注されたカタログリファレンスに関する様々な情報を含みます。
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このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
［発注明細］（rpk名：\monrdkine）テーブル

依頼者
依頼を作成した従業員

このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
［依頼］（rpk名：\mqequest）テーブル

ユーザ
依頼された物件を使用する従業員です。ユーザが依頼を作成する場合としな
い場合があります。

このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
［依頼］（rpk名：\mqequest）テーブル

依頼ステータス
依頼ステータスとは、依頼の処理プロセスの様々な段階を指します。

このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
［依頼］（rpk名：\mqequest）テーブル

発注ステータス
発注ステータスとは、発注の処理プロセスの様々な段階を指します。
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このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
［発注］（rpk名：\monrder）テーブル

属性
［属性］テーブルのレコードは、モデルを基にして作成されるレコードのタ
イプを特定します。モデルを作成する際には、これの基になる属性を指定し
なければなりません。

以下のタイプのレコードのモデルに対応する属性が存在します。
• ポートフォリオ品目
• 作業指示
• 契約
• 研修
• ケーブル

［属性］テーブルで属性を作成するときに特定のパラメータを設定すると、
この属性を基にするモデルに影響が及びます。例えば、［管理条件］（rpk
名：selgtbonstr\int）フィールドで［自由］を選択すると、［資産］テーブ
ルに記録されないポートフォリオ品目のモデルを作成できます。

モデル
［モデル］テーブルのレコードを使うと、以下のテーブルにレコードを作成
できます。
• ポートフォリオ品目

ポートフォリオ品目が作成されると、以下のオーバーフローテーブルに
もレコードが同時作成される場合があります。
• ［資産］テーブル
• ［コンピュータ］テーブル
• ［電話機］テーブル
• ［インストール済ソフトウェア］テーブル

• ［作業指示］テーブル
• ［契約］テーブル
• ［研修］テーブル
• ［ケーブル］テーブル
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ポートフォリオ品目を作成する時、この品目の基になるモデルを必ず指定す
る必要があります。モデル用に入力したデータは、ポートフォリオ品目のレ
コードに自動的にコピーされます。例えば、コンピュータのプロセッサのタ
イプ、適用される税率、契約の期間などの情報がコピーされます。

ポートフォリオは、［モデル］テーブルの階層構造に基づいて構成されま
す。総称的なモデルをまず作成し、これにより詳細な従属モデルを含めるよ
うお勧めします（例：プリンタ／レーザプリンタ／k\serjet WOOOcm）

ポートフォリオ品目
ポートフォリオ品目はその基になるモデルの特性を継承します。各ポート
フォリオ品目の価値に応じて、モデルの属性で管理条件を指定します。管理
条件を指定すると、資産、トラッキングするロット、またはトラッキングし
ないロットとしてポートフォリオ品目が作成されます。ポートフォリオ品目
の基になるモデルの属性でオーバーフローテーブルを指定すると、このポー
トフォリオ品目を作成する時に、オーバーフローテーブルにもレコードが同
時作成されます。以下のオーバーフローテーブルが存在します。
• ［資産］テーブル
• ［コンピュータ］テーブル
• ［電話機］テーブル
• ［インストール済ソフトウェア］テーブル

資産
［資産］テーブルのレコードは、高価値のポートフォリオ品目のことを指
し、個別にトラッキングされます。各資産にはQつのレコードがリンクされ
ます（［ポートフォリオ］テーブルのレコードと［資産］オーバーフロー
テーブルのレコード）。ポートフォリオ品目の基になるモデルの属性の画面
にある［管理条件］（rpk名：selgtbonstr\int）フィールドで［固有資産タ
グ］を選択すると、ポートフォリオ品目が作成されるのと同時に、［資産］
テーブルにもレコードが作成されます。

資産は必ずポートフォリオ品目ですが、ポートフォリオ品目は必ずしも資産
であるとは限りません。
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メニューとタブページ（調達）
調達モジュールでは、多数のメニューを使用します。

調達モジュールで使用するメニューのリストは以下のとおりです。

表 9.P. メニューとタブページ（調達）L 一覧

関連するマニュア
ルの章

使用重要な
フィール
ドまたは
リンク
（タブ以
外）

調達モ
ジュール
専用のタ
ブ

アクセス
するテー
ブル
（テーブ
ル名と
rQL名）

サブメ
ニュー

［ファイル］メニュー

�参考情報（調達）9
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関連するマニュア
ルの章

使用重要な
フィール
ドまたは
リンク
（タブ以
外）

調達モ
ジュール
専用のタ
ブ

アクセス
するテー
ブル
（テーブ
ル名と
rQL名）

サブメ
ニュー

mNA調達モジュールを
起動／解除します
（ライセンスで許
可されている場
合）。

以下のモジュール
が非表示の場合
に、このメニュー
を使用します。

mNAmNAモジュー
ルの起動

［調達］メニュー
依頼を申請する
z�献 QO]

依頼、見積／発注
を作成する（調
達） z�献 R9]

このテーブルのレ
コードを表示、編
集するために使用
します。

すべて購入依頼
（\mqequest）

購入依頼

依頼、見積／発注
を作成する（調
達） z�献 R9]

見積を作成する
z�献 QS]

発注を作成する
z�献 QV]

このテーブルのレ
コードを表示、編
集するために使用
します。

すべて発注
（\monrder）

発注と見
積

注文品を受領する
z�献 RO]

受領 z�献 TP]

このテーブルのレ
コードを表示、編
集するために使用
します。

すべて受領
（\mqeceipt）

受領

請求書を作成する
z�献 RQ]

このテーブルのレ
コードを表示、編
集するために使用
します。

すべて請求書
（\mhnvoice）

サプライ
ヤの請求
書

［ツール］メニュー
アクションとウィ
ザード（調達）
z�献 WR]

このテーブルのレ
コードを表示、編
集するために使用
します。

なしなしアクショ
ン
（\mAction）

アクショ
ン／編集
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関連するマニュア
ルの章

使用重要な
フィール
ドまたは
リンク
（タブ以
外）

調達モ
ジュール
専用のタ
ブ

アクセス
するテー
ブル
（テーブ
ル名と
rQL名）

サブメ
ニュー

アクションとウィ
ザード（調達）
z�献 WR]

コンテキストアク
ションまたはコン
テキスト外アク
ションにアクセス
できます。

選択されたアク
ションをトリガし
ます。

mNAアクショ
ン／[ア
クション
の名前]

ツールバーのアイ
コン（調達）
z�献 VW]

ツールバーのアイ
コンを表示／非表
示にします。

mNAツール
バーのカ
スタマイ
ズ
［管理］メニュー

リストデータ（調
達） z�献 WP]

このテーブルのレ
コードを表示、編
集するために使用
します。

なしなしリスト
データ
（\mhtemizedkist）

リスト
データ

カウンタ（調達）
z�献 WR]

このテーブルのレ
コードを表示、編
集するために使用
します。

なしなしカウンタ
（\mbounter）

カウンタ

特殊フィールド
（調達） z�献 WQ]

このテーブルのレ
コードを表示、編
集するために使用
します。

なしなし特殊
フィール
ド
（\mb\lceield）

特殊
フィール
ド

マニュアル『カタ
ログ』、「カタロ
グの作成（シナリ
オ例）」の章、
「製品の単位を管
理する」の節

マニュアル『ポー
トフォリオ』、
「ポートフォリオ
品目」の章、
「ロットで使用す
る単位」の節

このテーブルのレ
コードを表示、編
集するために使用
します。

なしなし単位
（\mtnit）

単位
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関連するマニュア
ルの章

使用重要な
フィール
ドまたは
リンク
（タブ以
外）

調達モ
ジュール
専用のタ
ブ

アクセス
するテー
ブル
（テーブ
ル名と
rQL名）

サブメ
ニュー

mNAメニューからアク
セスできないテー
ブルを表示しま
す。

このようなテーブ
ルは直接変更して
はならないため、
管理者のみが同メ
ニューにアクセス
できます。

mNA画面一覧

ツールバーのアイコン（調達）
ツールバーに表示されるアイコンの中には、調達モジュールに固有のものが
いくつかあります。

アイコンのリストを表示して、ツールバーに追加するには、次の手順に従い
ます。
P ［ツール／ツールバーのカスタマイズ］メニューを選択します。
2 ［ツール］タブを選択します。
R ［カテゴリ］リストで［調達］を選択します。

ツールバーのカスタマイズに関する詳細は、マニュアル『はじめに』の「ユー
ザのコンピュータでAssetCenterをカスタマイズする」の章、「ツールバーを
カスタマイズする」の節を参照してください。

インタフェースのオプション（調達）
インタフェースのオプションの中には、調達モジュールに固有のものがいく
つかあります。

オプションを表示、変更するには、次の手順に従います。
P ［編集／オプション］メニューを選択します。
2 ［調達］ノードを開きます。
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インタフェースのオプションに関する詳細は、マニュアル『はじめに』の
「ユーザのコンピュータでAssetCenterをカスタマイズする」の章を参照して
ください。

テーブル（調達）
調達モジュールでは、多数のテーブルを使用します。

調達モジュールで使用するテーブルの一覧は以下のとおりです。

表 9.Q. テーブル（調達）L 一覧

関連するマニュアルの章テーブルにアク
セスするために
使用するメ
ニュー

テーブルのrQL
名

テーブル名

調達モジュールに直接関連するテーブル
依頼、見積／発注を作成する
（調達） z�献 R9]

発注を作成する z�献 QV]

調達\monrder発注

依頼、見積／発注を作成する
（調達） z�献 R9]

調達\monrdkine発注明細

請求書を作成する z�献 RQ]調達\mhnvoice請求書
マニュアル『ファイナンス』、
「経費付替え」の章

調達\mhnvoicekine請求明細

mNA調達\mob\rd支払用カード
調達モジュールに間接的に関連するテーブル

調達に関連する概念 z�献 PR]調達製品
調達に関連する概念 z�献 PR]調達カタログリファ

レンス
調達に関連する概念 z�献 PR]調達カタログ
mNA調達分類コード
マニュアル『ポートフォリオ』ポートフォリオ資産
マニュアル『ポートフォリオ』ポートフォリオモデル
マニュアル『ポートフォリオ』ポートフォリオ属性
マニュアル『主要テーブル』ポートフォリオ場所
マニュアル『主要テーブル』ポートフォリオ従業員
マニュアル『ファイナンス』ファイナンスコストセンタ
マニュアル『契約』契約契約
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関連するマニュアルの章テーブルにアク
セスするために
使用するメ
ニュー

テーブルのrQL
名

テーブル名

アクションとウィザード（調
達） z�献 WR]

ツールアクション

マニュアル『ポートフォリオ』ポートフォリオ作業指示
在庫 z�献 T9]ポートフォリオ在庫
マニュアル『ポートフォリオ』管理単位

テーブル間の依存関係（調達）
調達モジュールでは、Assetbenterデータベースの数多くのテーブルを使用し
ます。これらのテーブル間には多数のリンクが存在します。従って、テーブ
ルの入力順を最適化することをお勧めします。

以下で記述する入力順に従う必要は必ずしもありません。Assetbenterでは、
リンクするテーブルで欠けているレコードを必要に応じて作成することがで
きます。

ヒント:

発注手順を開始する前に、まず製品、カタログ、およびカタログリファレン
スを作成することをお勧めします。

以下の表で、リンクされているテーブルの一覧とレコードの能率的な入力順
を示します。

本マニュアルで記述したシナリオ例では、以下の入力順に従って操作が進め
られています。

また調達モジュールに直接関連する補助テーブルは除外されています。主要
テーブルにレコードが作成されると、これらのテーブルにも自動的に値が入
力されます。

表 9.3. テーブル間の依存関係（調達）L 表

前もって入力する必要のあるテーブル
（テーブル名とrQL名）

テーブル（テーブル名とrQL名）

モデル（\mlodel）と属性（\mm\ture）製品（\moroduct）
分類コード（\morodbl\ssbode）カタログリファレンス（\mb\tqef）
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リストデータ（調達）
フィールドに値を入力する際に、リストから値を選択する場合があります
（リストデータ）。

［管理／リストデータ］メニューを選択して［リストデータ］（rpk名：
\mhtemizedkist）テーブルを表示します。

調達モジュールでは、以下のリストデータを使用します。

表 9.S. リストデータ（調達）L 一覧

フィールドが属するテーブル
（テーブル名とrQL名）

リストデータを使って入力する
フィールド（フィールド名と
rQL名）

リストデータの
識別子

発注（\mnrder）承認（bertific\tion）\mbertific\tion
依頼（\mqequest）承認（bertific\tion）
返却（\mqeturndnv）市町村（bity）\mbity
受領明細（\mqeceiptline）ステータス（rt\tus）\mcelivkinrt\tus
請求明細（\mhnvoicekine）ステータス（rt\tus）\mhnvkinert\tus
請求書（\mhnvoice）ステータス（rt\tus）\mhnvoicert\tus
請求書（\mhnvoice）タイプ（hnvoicesype）\mhnvoicesype
発注明細（\monrdkine）ステータス（rt\tus）\mnrdkinert\tus
発注（\mnrder）優先度（oriority）\mnrdoriority
発注明細（\monrdkine）ステータス（rt\tus）\mnrdrt\tus
発注（\mnrder）言語（k\ngu\ge）\mk\ngu\ge
発注（\mnrder）タイプ（sype）\mnrdsype
依頼明細（\mqeqkine）ステータス（rt\tus）\mqeqkinert\tus
依頼（\mqequest）優先度（oriority）\mqeqoriority
依頼（\mqequest）ステータス（rt\tus）\mqeqrt\tus
依頼（\mqequest）タイプ（sype）\mqeqsype
返却（\mqeturndnv）ステータス（rt\tus）\mqetdnvrt\tus
受領（\mqeceipt）返却理由（qetqe\son）\mqetqe\son
発注（\mnrder）輸送方法（rhiplode）\mrhiplode
返却（\mqeturndnv）輸送方法（rhiplode）
返却（\mqeturndnv）都道府県（rt\te）\mrt\te
請求書（\mhnvoice）発送（sr\nslethod）\msr\nslethod
発注（\mnrder）発送（sr\nslethod）

リストデータの詳細に関しては、マニュアル『AssetCenterの高度な使い方』
の「リストデータ」の章を参照してください。
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特殊フィールド（調達）
調達モジュールでは、特定の特殊フィールドを使用します。

これらの特殊フィールドは、特定のフィールドのデフォルト値で使用されて
います。

［管理／特殊フィールド］メニューを選択して［特殊フィールド］（rpk
名：\mb\lceield）テーブルを表示します。

調達モジュールに直接関連する特殊フィールドは以下のとおりです。

表 9.5. 特殊フィールド（調達）L 一覧

使用特殊フィー
ルドの適用
先テーブル
（テーブル
名とrQL
名）

cf_特殊フィールドのrQL
名

特殊フィー
ルドの名前

この特殊フィールドは、発
注明細に関連付けられてい
るカタログリファレンスの
購入単位を返します。

発注明細
（\monrdkine）

cf_sysboreookinetnit発注明細の
単位

この特殊フィールドは、依
頼明細に関連付けられたモ
デルにリンクしているサプ
ライヤ名と価格を返しま
す。

依頼明細
（\mqeqkine）

cf_astorocur_Av\ildstim既存の見積

この特殊フィールドは、発
注明細の納品待ちの残数を
返します。

発注明細
（\monrdkine）

cf_astorocur_fptyoending残数

この特殊フィールドは、依
頼明細の納品待ちの残数を
返します。

依頼明細
（\mqeqkine）

cf_astorocur_fptyoending残数

上記の特殊フィールドは、カスタマイズ可能です。

特殊フィールドの詳細に関しては、マニュアル『AssetCenterの高度な使い
方』の「特殊フィールド」の章を参照してください。

スクリプトの詳細に関しては、マニュアル『AssetCenterの高度な使い方』の
「スクリプト」の章を参照してください。

Aohの使用に関する情報は、マニュアル『プログラマーズリファレンス』を
参照してください。
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カウンタ（調達）
調達モジュールでは、以下のカウンタを使用します。

これらのカウンタは、特定のフィールドのデフォルト値で使用されていま
す。

［管理／カウンタ］メニューを選択して［カウンタ］（rpk名：\mbounter）
テーブルを表示します。

調達モジュールに直接関連するカウンタは以下のとおりです。

表 9.6. カウンタ（調達）L 一覧

カウンタを使用するフィー
ルド（フィールド名とrQL
名）

カウンタを使用するテーブ
ル（テーブル名とrQL名）

カウンタのrQL名

項目番号（htemmo）経費明細
（\mdxpensekine）

\mdxpensekine_htemmo

番号（hnvoicemumber）請求書（\mhnvoice）\mhnvoice_hnvoicemumber
項目番号（htemmo）受領品（\mhtemqeceived）\mhtemqeceived_htemmo
番号（onmumber）発注（\mnrder）\monrder_onmumber
項目番号（htemmo）発注明細（\monrdkine）\monrdkine_htemmo
項目番号（htemmo）依頼明細（\mqeqkine）\mqeqkine_htemmo
番号（htemmo）予約（\mqeserv\tion）\mqes\_htemmo
コード（bode）返却（\mqeturndnv）\mqeturndnv_bode

カウンタの詳細については、マニュアル『管理』の「データベースのカスタ
マイズ」の章、「フィールドのデフォルト値のカウンタ」の節を参照してく
ださい。

アクションとウィザード（調達）
調達モジュールでは、一般的なタスクを自動化するためにアクションを使用
します。

［ツール／アクション／編集］メニューを選択して［アクション］（rpk
名：\mAction）テーブルを表示します。

以下のフィールドのPつを使ってシンプルフィルタを適用すると、調達モ
ジュールに関連するアクションを容易に検索できます。
• ［ドメイン］（rpk名：com\in）フィールド
• ［属性］（rpk名：com\in）フィールド
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調達モジュールに直接関連するアクションは以下のとおりです。

表 9.7. アクションとウィザード（調達）L 一覧

関連するマニュアルの
章

アクショ
ンのコン
テキスト
（テーブ
ルのrQL
名）

アクショ
ンのタイ
プ

アクションのrQL名アクショ
ン名

依頼を申請する
z�献 QO]

購入依頼
（\mqequest）

ウィザー
ド

sysorocqequestme•新規依頼

依頼を申請する
z�献 QO]

購入依頼
（\mqequest）

ウィザー
ド

sysorocqequestAddlodel依頼にモ
デルを追
加する

依頼を申請する
z�献 QO]

購入依頼
（\mqequest）

ウィザー
ド

sysorocqequestAddsempl\te依頼の追
加

発注を作成する
z�献 QV]

購入依頼
（\mqequest）

ウィザー
ド

sysorocqequestfenonrder発注の作
成

mNA購入依頼
（\mqequest）

ウィザー
ド

sysorocqequestdxecuteAll依頼の品
目を作成
する

mNA購入依頼
（\mqequest）

ウィザー
ド

sysorocqequestdxecute発注を作
成しない
品目を作
成する

mNA発注
（\mnrder）

スクリプ
ト

sysoroconrdersr\nsmit発注

mNA発注
（\mnrder）

スクリプ
ト

sysoroconrderqequest発注に含
まれてい
ない依頼
明細を作
成する

mNA発注
（\mnrder）

ウィザー
ド

sysoroconrderAddsempl\teある発注
を使って
新しい発
注に入力
する
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関連するマニュアルの
章

アクショ
ンのコン
テキスト
（テーブ
ルのrQL
名）

アクショ
ンのタイ
プ

アクションのrQL名アクショ
ン名

mNA発注
（\mnrder）

ウィザー
ド

sysoroconrderdxec納品待ち
のポート
フォリオ
品目を作
成する

注文品を受領する
z�献 RO]

ウィザー
ド

sysoroconrderqeceipt受領

mNA受領
（\mqeceipt）

ウィザー
ド

sysorocqeceiptAdd受領に明
細を追加
する

受領した物件を返却す
る z�献 TR]

受領
（\mqeceipt）

ウィザー
ド

sysorocqeceiptqeturn返却

請求書を作成する
z�献 RQ]

受領
（\mqeceipt）

ウィザー
ド

sysorocqeceipthnvoice請求書を
作成する

mNA請求書
（\mhnvoice）

ウィザー
ド

sysorochnvoicebredit貸方票の
作成

アクションの詳細に関しては、マニュアル『AssetCenterの高度な使い方』の
「アクション」の章を参照してください。

スクリプトの詳細に関しては、マニュアル『AssetCenterの高度な使い方』の
「スクリプト」の章を参照してください。

Aohの使用に関する情報は、マニュアル『プログラマーズリファレンス』を
参照してください。

新しいアクションを作成したり、既存のアクションをカスタマイズすること
ができます。

AssetCenter rerverモジュール（調達）
調達モジュールでは、以下のAssetbenter rerverモジュールを使用します。
• コストセンタの経費を分割する（bostbenter）
• 受領品に対応する資産、消耗品などの作成（celivery）
• 在庫の検証（rtock）
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これらのモジュールの詳細については、マニュアル『管理』の「AssetCenter
rerver」の章、「AssetCenter rerverでモニタするモジュールを設定する」の節
を参照してください。

システムデータと専門分野データ（調達）
Assetbenterは、以下の標準データパッケージと共に提供されています。

これらのデータパッケージは、以下のグループに分類できます。
• システムデータ：Assetbenterの使用に不可欠なデータ
• 専門分野データ：必要に応じて、実際のデータベースに挿入するデータ

このデータは、機能別に分類されています。
• サンプルデータ：Assetbenterの使用に慣れるために便利なデータ

調達モジュールに関連するシステムデータ
システムデータは、調達モジュールに関連する以下のテーブルのデータを含
んでいます。
• ［アクション］テーブル

調達モジュールに関連するシステムデータは、Assetbenterと共にインストー
ルされるデモ用データベースに自動的に含まれます。

調達モジュールに関連するシステムデータを実際のデータベースでも使用す
るには、Assetbenter c\t\b\se Administr\torでこれを指定する必要があります。

調達モジュールに関連する専門分野データ
専門分野データは、調達モジュールに関連する以下のデータを含んでいま
す。
• ［レポート］テーブル

調達モジュールに関連する専門分野データは、Assetbenterと共にインストー
ルされるデモ用データベースに自動的に含まれます。

調達モジュールに関連する専門分野データを実際のデータベースでも使用す
るには、Assetbenter c\t\b\se Administr\torでこれを指定する必要があります。

レポートと書式（調達）
Assetbenterは、調達モジュールの書式とレポートと共に提供されています。

レポートと書式をデータベースで使用するには、Assetbenter c\t\b\se
Administr\torを使ってインポートを行う必要があります。
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調達モジュール専用のレポートをインポートおよび識別す
る
レポートのインポートについては、マニュアル『AssetCenterの高度な使い
方』の「Crystal Reports」の章、「レポート作成プログラムの操作とインス
トール／既製のCrystal Reportsレポートを実際に使用するデータベースにイン
ストールする」の節を参照してください。

調達モジュール専用のレポートを見分ける方法については、マニュアル
『AssetCenterの高度な使い方』の「Crystal Repports」の章、「モジュールに
関連するCrystalレポートの識別」の節を参照してください。

調達モジュール専用の書式をインポートおよび識別する
書式のインポートについては、マニュアル『AssetCenterの高度な使い方』の
「書式」の章、「既製の書式を実際に使用するデータベースにインストール
する」の節を参照してください。

調達モジュール専用の書式を見分ける方法については、マニュアル
『AssetCenterの高度な使い方』の「書式」の章、「モジュールに関連する書
式の識別」を参照してください。

自動プロセス（調達）
ここでは、依頼、見積、発注の各詳細画面で自動的に入力されるフィールド
について説明します。

内容は次のとおりです。
• 自動処理機能
• 依頼情報の更新

注意:

Assetbenterがバックグラウンドで実行する自動プロセスについては、マニュ
アル『データベース構造』を参照してください。同マニュアルで説明されて
いる各テーブルの章ごとに、「自動プロセス」という節があります。

自動処理機能（調達）
調達サイクルでは、多くの処理が自動的に実行されます。
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自動処理されるフィールド
依頼、見積、発注、受領、依頼明細、見積明細、発注明細の各詳細画面で
は、一部のフィールドの値が自動的に計算され、更新されます。

例
• 発注明細の詳細画面／［購入］タブページ／［総額］（rpk名：mbost）
フィールドは、以下のフィールドの値によって自動的に計算されます。
• 発注明細の［全般］タブページにある［数量］（rpk名：lpty）。［購
入］タブページにある［税率］（rpk名：ps\xq\te）フィールドと［割
引］（rpk名：pciscount）フィールド。

• カタログリファレンスの［全般］タブページにある［割引］（rpk
名：pciscount）、［価格］（rpk名：morice）フィールド

• 依頼明細の詳細画面／［購入］タブページの［単価］フィールドには、
発注明細と同じように入力されます。

注意:

モデルが製品に関連付けられている場合のみに、依頼で価格の自動処理
が実行されます。Pつの製品は、Pつまたは複数のカタログリファレンス
にリンクされているため、Assetbenterは以下のスクリプトを使ってデフォ
ルトのカタログリファレンス価格を表示します。

qetu\l = zlodelMcefb\tqefMmorice]

• 依頼、見積／発注、および請求書の各詳細画面に表示される［トラッキ
ング］タブページの値は、調達サイクルの各過程が終了するたびに自動
的に更新されます。

デフォルトの値
次のように、デフォルトの値が指定されています。
• 依頼から見積を作成する場合は、依頼と依頼明細の一部のデータが対応
する見積の詳細と明細に継承されます。例えば、［目的］（rpk名：
qeqourpose）、［場所］（rpk名：koc\tion）、［数量］（rpk名：lpty）
の各フィールドがこれに該当します。

• 同様に、発注と発注明細は、元になる依頼と依頼明細の情報を継承しま
す。

デフォルト値の設定はAssetbenter管理者が行う作業です。
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注意:

発注の詳細画面の［最初の依頼］（rpk名：qequest）フィールドに関する注
意：このフィールドは、発注または発注明細の元になる依頼または依頼明細
を参照します。したがって、このフィールドの値を頼りに依頼を探し、検索
せれた依頼の情報を発注のデフォルト値として使うことができます。

購入依頼の情報を更新する
依頼から発注または見積を作成する場合は、依頼の明細の詳細画面に表示さ
れる次の購入条件がデフォルトで使われます。
• ［最初の依頼］（rpk名：qequest）フィールド
• ファイナンス
• 税金

サプライヤが設定する価格は定期的に変化します。この価格は発注時または
見積時に更新できます。この時点で変更した情報は、元の依頼には自動的に
反映されません。

API（調達）
調達モジュールに関連するAssetbenter Aohがいくつかあります。

これらのAohは以下の機能を使用するために使われます。
• 資産を返却する。
• 請求書に発注明細を追加する。
• その他

調達モジュールに関連するAohの一覧および説明については、マニュアル『プ
ログラマーズリファレンス』を参照してください。

ビュー（調達）
調達モジュール用のデフォルトのビューはありません。

ビューの詳細に関しては、マニュアル『はじめに』の「ビューの使用方法」
の章を参照してください。
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その他のマニュアル（調達）
本マニュアルには、マニュアル『調達』に直接関連する情報は記載されてい
ません。

本マニュアルに加えて、以下のマニュアルを参照するようお勧めします。

表 9.8. その他のマニュアル（調達）L 一覧

AssetCenterのインストール先
フォルダにおけるパス

フォー
マット

内容マニュアル名

\doc\pdf\hnst\ll\tionIMpdf印刷版• Assetbenterのイ
ンストール方法

インストール
\doc\chm\inst\llIMchmオンライ

ン
\doc\pdf\tserhnterf\ceIMpdf印刷版• ソフトウェアの

インタフェース
はじめに

\doc\chm\userintIMchmオンライ
ン

\doc\pdf\oortfolioIMpdf印刷版• 属性、モデル、
資産、プロジェ
クト、作業指示
の管理

ポートフォリオ
\doc\chm\portfolIMchmオンライ

ン

\doc\pdf\Administr\tionIMpdf印刷版• リストデータの
管理

• ウィザードの使
用

• スクリプトの作
成

• フィールドのカ
スタマイズ

• 特殊フィールド
の使用

データベース管理
\doc\chm\\dminIMchmオンライ

ン
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AssetCenterのインストール先
フォルダにおけるパス

フォー
マット

内容マニュアル名

ヘルプにアクセスするには、
特定のフィールドまたはリン
クを選択してから、以下の操
作のうちPつを行います。
• 右クリックして、［フィー
ルドのヘルプ］メニューを
選択します。

• キーボードで［rhift＋e1］
キーを押します。

• ［ヘルプ／フィールドのヘ
ルプ］メニューを選択しま
す。

オンライ
ン

• データベースの
フィールドおよ
びリンクの使用

フィールドおよび
リンクに関する状
況依存ヘルプ

\doc\pdf\orogr\mmersqeferenceIMpdf印刷版• Aohの使用プログラマーズリ
ファレンス \doc\progrefIMchmオンライ

ン
• \doc\infos\d\t\b\seMtxt
• \doc\infos\t\blesMtxt

テキスト
ファイル

• データベースの
テーブル、
フィールド、リ
ンク、インデッ
クスの一覧

• Assetbenterが自
動的にトリガす
るエージェント

データベース構造

\doc\chm\dbstructIMchmオンライ
ン
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本節では、調達モジュールの主要画面について記述します。

購入依頼の画面
［目的］フィールドは依頼のタイトルを示します。

［ステータス］フィールドは依頼ステータスを示します。

［番号］フィールドは依頼番号を示します。

依頼の詳細画面は以下のタブページから構成されています。
• 全般
• テンプレート
• 明細
• トラッキング
• 配賦
• ファイナンス
• 交換

�インタフェース（調達）P0
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［全般］タブ
［説明］フレーム：依頼者、依頼タイプ（不特定のリストデータ）、ステー
タス、優先度、日付を指定します。

［ターゲット］フレーム：ユーザ（依頼品の利用者）、プロジェクト、場所
を指定します。

［テンプレート］タブ
このタブページは、依頼テンプレートに関する補足情報を含んでいます。各
依頼テンプレートに対して、有効期間の開始日と終了日、および承認レベル
（オープンリストデータ）を指定できます。

［明細］タブ
［明細］タブには、依頼明細（依頼を構成する物件）のリストが表示されま
す。各明細は、明細番号と数量を使って識別されます。依頼明細の詳細画面
は、以下のタブページから構成されています。

依頼明細の詳細画面
依頼明細の詳細画面は、以下のタブページから構成されています。
• 全般
• 配賦
• ファイナンス
• 購入
• 予約
• 発注

［全般］タブ
［全般］タブでは、依頼明細（依頼物件）の使用条件に関する情報が定義さ
れています。
• 依頼明細が資産に関連する契約を使用する場合、［契約の使用］チェッ
クボックスをオンにします。

• 依頼明細が資産を作成するために使われる場合は、［即時割当］チェッ
クボックスをオンにします。このチェックボックスがオフの場合は、明
細は予約として［予約］タブページで処理されます。
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［詳細］フレーム
［モデル］フィールド：依頼明細に関連付けられたモデルを示します。

［リファレンス］フィールド：依頼明細に関連付けられたカタログリファレ
ンスを示します。

［依頼する契約］フィールド／［既存契約］フィールド：このフィールド
は、［契約の使用］チェックボックスがオンの場合に表示されます。この
フィールドでは、使用する依頼契約または既存の契約を指定します。

［依頼する品目］フィールド／［既存資産］フィールド：このフィールド
は、［契約の使用］チェックボックスがオンの場合に表示されます。この
フィールドでは、使用する依頼モデルまたは既存の資産を指定します。

［ターゲット］フレーム
［ユーザ］フィールド：依頼明細（依頼物件）の利用者を指定します。依頼
明細のユーザが、依頼のユーザと異なることもあります。

［プロジェクト］フィールド：依頼明細に関連付けられているプロジェク
ト。

場所：依頼明細に関連付けられている配達先住所。

［配賦］タブ
このタブページでは、依頼明細のコスト配賦、用途に関する情報を指定しま
す。

［配賦］フレーム
［コストカテゴリ］フィールド：依頼明細に関連付けられているコストカテ
ゴリ。

［コストセンタ］フィールド：依頼明細に関連付けられているコストセン
タ。

［ファイナンス］タブ
［ファイナンス］タブでは、依頼品のファイナンス情報がまとめられていま
す。特に、依頼がファイナンス契約に関連付けられるか、一括発注タイプの
契約に属するかを指定します。

［リース明細にリンク］チェックボックス：依頼明細に関連するファイナン
ス契約を指定するには、このチェックボックスをオンにする必要がありま
す。
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［予約］タブ
［予約］タブでは、依頼明細の予約に関する情報が定義されています。

［ポートフォリオ品目］フィールド：このフィールドでは、予約の対象とな
るポートフォリオ品目を選択します。

［開始日］フィールド：予約の開始日

［終了日］フィールド：予約の終了日

［番号］フィールド：予約番号

［数量］フィールド：予約する数量

［理由］フィールド：予約の理由

［予約者］フィールド：依頼品の予約者（利用者と異なる場合）

［購入］タブ
［購入］タブでは、依頼明細（依頼物件）用の購入条件に関する情報が定義
されています。

［配達先在庫］フィールド：依頼明細の配達先が、依頼の詳細画面の［全
般］タブページの配達先と異なる場合は、このフィールドに入力します。

［価格］フレーム
［単価］フィールド：選択されたモデル（またはカタログリファレンス）の
単価

［総額］フィールド：単価および税率に応じて計算された総額。

［税金］フレーム
［税金の計算］チェックボックス：選択されたモデル（またはカタログリ
ファレンス）に税金が適用される場合、このチェックボックスをオンにしま
す。

［税区分］フィールド：税率の適用対象となる地域

［税率］フィールド：単価に適用される税率

［税額］フィールド：単価と税率を使って計算された税金の金額

［発注］タブ
［発注］タブでは、依頼明細に関連付けられている発注明細のリストが表示
されます。
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［ファイナンス］タブ
［ファイナンス］タブでは、依頼品のファイナンス情報がまとめられていま
す。特に、依頼がファイナンス契約に関連付けられるか、一括発注タイプの
契約に属するかを指定します。

［交換］タブ
このタブページでは、ポートフォリオ品目を依頼品と交換するかどうかを指
定できます。

見積／発注の画面
発注の詳細情報は、発注先サプライヤに応じて異なります。

［ステータス］フィールドは発注ステータスを示します。

以下の発注ステータスがあります。
• 準備中
• 見積依頼済
• 見積済
• 承認待ち
• 承認済
• 却下
• 発注済
• サプライヤ側で受注確認済み
• 検収済
• クローズド
• キャンセル

［目的］フィールドに発注のタイトルを入力します。

発注の詳細画面は以下のタブページから構成されています。
• 全般
• 明細
• トラッキング
• 配賦
• ファイナンス
• 発注情報
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［全般］タブ
このタブページでは、発注目的、購入者などの情報に加えて以下の情報が指
定されます。
• 発注に関連するスケジュール情報
• 契約情報
• 契約の詳細情報
• 配達先の在庫
• 発注の元になる依頼

［明細］タブ
［明細］タブページには、発注明細（発注を構成する物件）のリストが表示
されます。各明細は、明細番号と数量を使って識別されます。依頼明細の詳
細画面は、以下のタブページから構成されています。

［全般］タブ
［全般］タブページでは、発注明細に関する以下の情報が定義されていま
す。
• 説明
• 関連付けられているカタログリファレンス（計算されたリファレンスも
しくは計算されていないリファレンス）

• 選択した明細が、別の明細のコンポーネントであるかどうか
• ステータス

［配賦］タブ
このタブページでは、発注明細のコスト配賦に関する情報を指定します。
• コストカテゴリ
• コストセンタ
• 使用する支払用カード

［ファイナンス］タブ
このタブページでは、以下の情報がまとめられています。
• 発注明細を一括発注に統合する場合の情報
• 発注明細を管理する契約
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［購入］タブ
このタブページでは、以下の情報がまとめられています。
• 発注明細の配達先の在庫
• 購入条件

［依頼］タブ
［依頼］タブでは、発注明細に関連付けられている依頼明細のリストが表示
されます。

［トラッキング］タブ
このタブページでは、調達サイクルにおける発注の各過程が表示されます。

調達サイクルのトラッキング画面 z�献 99]

［ファイナンス］タブ
このタブページでは、発注明細に関連付けられているコストセンタを指定し
ます。

［発注情報］タブ
このタブページでは、発注書の印刷に必要な情報を定義できます。

見積または発注を編集する z�献 SW]

調達サイクルのトラッキング画面
依頼、見積、発注、受領、請求書のすべての詳細画面には、［トラッキン
グ］というタブページがあります。自分の依頼の進捗状況を確認する場合
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や、納品待ちの発注をすべて検索する必要がある場合は、このタブページを
使って調達サイクルをトラッキングできます。

この画面は、ツリー構造で表示されます。

分岐点をクリックすると、各過程の進捗状況を表示できます。例えば、［依
頼明細］の分岐点をクリックすると、納品待ちの依頼明細が一覧表示されま
す。

同様に、［関連する見積］の分岐点をクリックすると、依頼品から作成され
た見積が表示されます。特定の見積を選択すると、対応する依頼、発注、受
領が表示されます。

発注、請求書、受領の各明細にもアクセスできます。

ツリー構造の各項目をダブルクリックすれば、その項目の詳細画面にアクセ
スできます。

トラッキングアイコン
次のアイコンによって、依頼、発注、見積、受領の明細の現在のステータス
が一目でわかります。

表 P0.P. トラッキングアイコン（調達）L 一覧

意味アイコン
その明細を含んでいる依頼は承認済です。
その明細を含んでいる依頼は承認待ちまたは承認中です。
その明細を含んでいる依頼は却下されました。
その依頼明細の発注数。この例ではTです。
その依頼明細の受領数。この例ではTです。
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意味アイコン
その依頼明細の納品待ちの物件の数量。この例ではPです。
依頼、見積、または発注明細がすべて受領済です。

受領の画面
この画面では、既に実行済みの受領のレコードがまとめられています。

受領の詳細画面は以下のタブページから構成されています。
• 全般
• トラッキング
• 内容
• 返却品

［全般］タブ
• 日付
• 納品書
• 配送業者
• 配達先の在庫
［全般］タブページでは、受領した物件の納入に関する情報が定義されてい
ます。

［トラッキング］タブ
詳しくは、本マニュアルの「調達サイクルのトラッキング画面」の節を参照
してください。

［内容］タブ
［内容］タブページには、受領明細（受領した物件）のリストが表示されま
す。

受領明細の詳細画面の［全般］タブページには、以下の情報がまとめられて
います。
• ［番号］（rpk名：lkinemumber）フィールド：受領明細の番号
• 受領数（rpk名：fpty）
• 受領したカタログリファレンス（rpk名：b\t\logqef）
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• 進行状況の割合（rpk名：porogress）
• 未支払金額の割合（rpk名：psoo\y）
• 関連付けられている発注明細（rpk名：onrdkine）

［返却品］タブ
このタブページには、現在の受領に関連付けられた受領明細のリストが表示
されます。

受領した物件を返却する z�献 TR]

請求書の画面
この画面には、発注の受領時に自動生成された請求書、および手動で作成さ
れた請求書が表示されます。

請求書の詳細画面は以下のタブページから構成されています。
• 全般
• 明細
• トラッキング

［全般］タブ
このタブページでは、請求書に関する以下の情報がまとめられています。
• 目的
• 請求ステータス：新規または支払済
• 説明：日付、タイプ、ステータス
• サプライヤに関する情報：サプライヤ請求書番号、連絡先、発送方法

［明細］タブ
このタブページには、サプライヤから請求された物件（請求明細）のリスト
が表示されます。

請求明細の詳細画面は、以下のタブページから構成されています。

［全般］タブ
このタブページでは、以下の情報が表示されます。
• 請求された物件の数量
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• 請求された物件の説明

［価格］タブ
このタブページでは、以下の情報が表示されます。
• 請求された物件の単価
• 請求された物件に適用される税金

［トラッキング］タブ
詳しくは「調達サイクルのトラッキング画面」の節を参照してください。
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